
令和４年度（２０２２年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料2-3

基本戦略１　　知る　　　　基盤となる情報の継続的な収集・整備

Ⅰ 個別の事業ごとの実施状況
１．生物多様性に関する情報の収集・発信の体制構築
 1) 情報の収集・発信の核となる体制の構築

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

環境共生課：情報の収集・
発信の核となる体制の構
築等（庁内への定期的な関
連調査の照会とデータ提供
依頼、データベースの整
理）
博物館：生物等に関わる専
門的調査や助言及び関連
論文等の収集
環境総合センター：地域の
生物多様性や環境問題に
ついての体験学習による情
報発信等
動植物園：生物の展示や解
説、また絶滅危惧種の域外
保全の取組等を通して、熊
本の生物多様性に関する
普及啓発・情報発信等。

熊本市全
域

・庁内の関係各課に対して、関
連事業の進捗状況調査を実施
した。

・熊本博物館、環境総合セン
ター、動植物園の4課で集まり、
生物多様性の推進に向けた協
議の場（4課連携プロジェクト）で
の協議を継続し、生物多様性に
関する知識や環境教育の手法
に関するスキル向上を目的とし
た担当者研修を実施した（セミ
調査、無田川魚類調査、熊本博
物館視察）。

・熊本の自然環境や市民活動に
関する情報発信の拠点として、
熊本市動植物園（動物資料館）
に、生物多様性情報コーナーを
設置。

・水辺のインフォメーションセン
ターについても活用を検討す
る。

・庁内の関係各課に対して、関
連事業の進捗状況調査を実施
予定。

・熊本博物館、環境総合セン
ター、動植物園の4課で集まり、
生物多様性の推進に向けた協
議の場（4課連携プロジェクト）で
の協議を継続し、生物多様性に
関する知識や環境教育の手法
に関するスキル向上を目的とし
た担当者研修を実施予定（身近
な外来種）。

・熊本の自然環境や市民活動に
関する情報発信の拠点として、
熊本市動植物園（動物資料館）
に、生物多様性情報コーナーを
設置。

・水辺のインフォメーションセン
ターについても活用を検討す
る。

0 0

・イベント等の開催方法に
ついては、新しい生活様式
に適応した検討が必要。
・熊本博物館や動植物園マ
スタープランの策定等を踏
まえ、情報の蓄積・収集・発
信の手法等を含めた体制
の検討が必要。
・4課連携プロジェクト以外
の部署（区役所等）との連
携・各部署での取組に関す
る情報共有の推進が課
題。
・熊本市動植物園内いきも
の学習センター以外にも、
新しく出来た「水辺のイン
フォメーションセンター」など
に生物多様性情報コー
ナーが設置できないか検討
が必要。

継続 無

環境局

経済観光
局

教育委員
会

環境共生
課
環境総合
センター

動植物園

熊本博物
館

熊本市の自然の象徴であ
る江津湖と金峰山に関し
て、生息する生物について
調査するとともに情報も収
集する。

江津湖一
帯

金峰山系

江津湖に生息する生物の
モニタリングと情報収集を
実施した。

5月から1月の間、金峰山某
所で自動撮影装置による
哺乳類モニタリングを実施
した。

江津湖に生息する生物の
モニタリングと情報収集を
実施する。

5月から12月の間、金峰山
某所で自動撮影装置によ
る哺乳類モニタリングを実
施する。

0 0

江津湖に関しては、環境共
生課と協働して実施する魚
類調査に加え、他の生物の
調査や情報収集は随時実
施していく。
金峰山に関しては、これま
でどおり主に自動撮影装置
を用いて実施する。

継続 無

教育委員
会

熊本博物
館

独自の環境ポータルサイト
を立ち上げ、市民への情報
提供のほか、情報把握等
ができる環境整備を行う。

熊本市全
域

市ホームページ環境局サイ
トの随時更新を行い、市民
等への情報発信・提供を実
施した。

引続き情報発信に努めると
ともに、市ホームページ環
境局サイトのさらなる充実
を図り、閲覧者の利便性向
上とアクセス数アップを目
指す。（R4年4月～令和5年
1月末の間でのアクセス数
は約72万件）

0 0

市ホームページ環境局サイ
トのさらなる充実を図り、閲
覧者の利便性向上とアクセ
ス数アップを目指す。

休止

リ
ニュー
アル

無

環境局 環境政策
課

 2) 市民が活用できる情報の収集・共有方法（いきものマップなどの地図化、ウェブサイトでの発信等）の検討

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

市内に生息するいきものの
情報を一元化して庁内GIS
に落とし込み、環境に配慮
した工事施工や樹木剪定
の際の指導をおこなう。

熊本市全
域

・市民参加型セミ調査につ
いて、LINEから報告できる
システムを構築した。

・市民参加型セミ調査の結
果をHP上に公開した。

・LINEから報告できるシス
テムを試行予定。

・市民参加型セミ調査の結
果をHP上に公開予定。

0 0

情報の収集、関係各課へ
の周知が必要。
庁外に対し、どこまで公開
すべきか検討が必要。 検討 試行 実施 無

環境局 環境共生
課

２．生物多様性に関する情報の整理・分析 
 1) 「みんなで未来に残したい熊本市の自然環境」に関する既存情報の整理・分析

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

※検討中 既存文献の収集・データの
把握（H26年度に実施した
基礎調査をベースに新規
情報については、専門家の
活用、進捗管理における庁
内への照会等の中で収集
を行うなど）

熊本市全
域

・市民参加型セミ調査につ
いて、LINEから報告できる
システムを構築した。

・LINEから報告できるシス
テムを試行予定。

0 0

・公開については検討が必
要。

－ 検討 試行 実施 無

環境局 環境共生
課

 2) 絶滅危惧種（熊本県のレッドリスト掲載種）の生息・生育情報の整理

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

※検討中 県との連携、専門家会合
（ネットワーク）の活用、市
民情報との連動。

熊本市全
域

検討中。 立田山トンボ池の浚渫工事
について検討していく。

0 0

情報の整理は必要だが、
優先順位を付け、取組を進
めていく。特に、絶滅危惧
種に関する情報の取扱い
について、検討が必要。

－ 検討 無

環境局 環境共生
課

 3) 特に対策が必要な侵略的外来種についての市内における分布、新たな侵入情報の収集

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

特定外来生物のアライグマ
による被害防止を目的とし
た分布の把握及び侵入監
視のための生息調査及び
情報収集

熊本市全
域

・自動撮影カメラによる生息状況
調査を行い、確認された地点に
おいては箱わなによる捕獲調査
を実施した。

・熊本連携中枢都市圏で調査を
実施した。

・市ホームページへの記事掲載
やチラシ等、イベントでの展示等
により、市民への周知と情報収
集を行った。

・市民からの相談や情報提供に
ついては、必要に応じ、関係部
署と連携した対応を行った。

・アライグマ防除に関する会議
や講習会等に参加し、情報収集
に努めた。

・アライグマ勉強会(防除講習会)
やわな免許初心者講習会でアラ
イグマの特徴・見分け方等を周
知し、発見時の情報提供を呼び
かけた。

・引き続き、自動撮影カメラによ
る生息状況調査と、確認された
地点においては箱わなによる捕
獲調査を実施する。

・熊本連携中枢都市圏で調査を
実施予定。

・市ホームページへの記事掲載
やチラシ等、イベントでの展示等
により、市民への周知と情報収
集を行う。

・市民からの相談や情報提供に
ついては、必要に応じ、関係部
署と連携した対応を行う。

・アライグマ防除に関する会議
や講習会等に参加し、情報収集
に努める。

3,460 3,517

・北区植木町、西区河内町、南
区城南町での生息確認や捕獲
件数が増加している。生息数の
増加、分布の拡大及びそれに伴
う被害の発生が懸念されるた
め、今後も継続して監視を行う
必要がある。

・ホームページやイベント等での
周知や情報収集を行うと共に、
関係機関と連携し、市民からの
通報に対し、柔軟に対応できる
よう防除体制を引き続き検討す
る。

・研究機関や活動団体、学校、
地域などと連携した、より広い情
報収集体制の構築に努める必
要がある。

・周辺地域（特に県北地域）での
生息確認が増加しており、連携
した情報共有・防除体制の構築
が課題である。

検討

講習
会実
施・
監視
体制
構築

実施 無

環境局 環境共生
課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

スパルティナ属・ヒアリ・クリ
ハラリス等の特定外来生物
について、分布情報の把握
及び市民からの相談対応

熊本市全
域

・スパルティナ属については、引
き続き対策協議会へ参加して分
布状況を把握した。

・ヒアリについては、生活衛生課
及び熊本博物館と連携した市民
相談対応及び情報収集を行っ
た。その他の特定外来生物につ
いての市民からの相談や情報
提供については、必要に応じ、
関係部署と連携した対応を行っ
た。

・熊本港において、トラップ設置
によるツマアカスズメバチの生
息調査（侵入監視）を実施した。

・スパルティナ属については、引
き続き対策協議会へ参加して分
布状況を把握する。

・ヒアリについては、引き続き生
活衛生課及び熊本博物館と連
携した市民相談対応及び情報
収集を行う。その他の特定外来
生物についての市民からの相
談や情報提供については、必要
に応じ、関係部署と連携した対
応を行う。

・熊本港において、トラップ設置
によるツマアカスズメバチの生
息調査（侵入監視）を継続する。

0 0

引き続き侵入監視を行うと
共に、市民からの通報に対
し、関係機関と連携した対
応を行う。

検討 実施 無

環境局 環境共生
課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

基本戦略１　～知る～　1/2



令和４年度（２０２２年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料2-3

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

安定し
た農業
生産・集
出荷の
推進及
び鳥獣
による
市民へ
の直接
の被害
防止

鳥獣被
害対策
事業

県や他市町村、環境局と連
携しクリハラリスやアライグ
マなどの外来生物の侵入
を監視。特に、アライグマの
生息が確認されている地区
においては、農業者や関係
機関の普及員、営農指導
員、駆除隊と連携し、目撃
情報や疑わしき被害などの
情報収集に努め、監視体
制の構築を図る。

熊本市
全域

アライグマについては、環
境局が取組む生息状況調
査を注視するとともに、農
業者、農業団体、駆除隊な
どに対して、特徴・見分け
方等を周知し、発見時の情
報提供を呼びかけた。ま
た、目撃情報や疑わしき被
害が寄せられた場合は、環
境局と連携し、現地確認・
調査等を実施した。

アライグマについては、環
境局が取組む生息状況調
査を注視するとともに、農
業者、農業団体、駆除隊な
どに対して、特徴・見分け
方等を周知し、発見時の情
報提供を呼びかける。ま
た、目撃情報や疑わしき被
害が寄せられた場合は、環
境局と連携し、現地確認・
調査等を実施する。

0 0

今後も引き続き、アライグマ
の目撃情報や生息痕跡等
の収集に努め、関係部局と
の情報共有を図り、被害防
止対策を進める。

継続 無

農水局 農業支
援課鳥
獣対策
室

３．生物多様性に関するモニタリング・調査の実施
 1) 既存のモニタリング等の継続的な実施（水質・水量モニタリング調査等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

公共工事
等整備に
あたって
の環境調
査

広域河川
改修経費

公共工事等整備にあたって
の事前環境調査の実施

熊本市全
域

－ － 0 0

新規事業の計画段階では
河川環境調査を行い、河川
の特性・環境に配慮した整
備計画を立案する。

随時 無

東区役所 東区土木
センター
維持課

水前寺江
津湖公園
外来植物
分布調査

公園維持
管理経費
（政策）
（Ｈ25年度
～Ｈ27年
度）

水前寺江津湖公園の湖面
及び水辺に繁茂する外来
植物について現況把握の
ための調査を実施。（Ｈ25
年度～Ｈ27年度）

水前寺江
津湖公園
区域の水
面 - － 0 0

H25、26、27の実施を踏ま
え、今後は経過観測を行
う。 経過

観測
無

東区役所 東区土木
センター
維持課

下水道施
設の維持
管理

下水道事
業会計

・河川環境調査
浄化センターから放流され
る処理水が、放流先河川
の自然環境へ与える影響
を把握するため、環境調査
（魚類調査）を実施。

木山川
（江津湖
地域の一
部）

環境局の事業に負担金を
支出

環境局の事業に負担金を
支出

1,900 1,900

浄化センター放流口におけ
る魚類調査については、事
業の効率化を図るため、平
成29年度から環境局が実
施する「江津湖地域におけ
る外来魚駆除及び魚類生
息状況調査」と一元化を行
う協定を結んだ。この協定
に基づき今後も事業費の
一部負担を継続する。

一元
化し継

続
無

上下水道
局

水再生課

水質保全
対策事業

公共用水
域水質監
視経費

水質汚濁防止法に基づき、
公共用水域（河川・海域）
の水質の汚濁の状況を調
査し、市域の公共用水域の
環境基準適合状況等を把
握する。

熊本市全
域

河川は27地点（環境基準
点8地点・補助点19地点）、
海域は4地点で水質（一部
底質）調査を実施した。

河川は27地点（環境基準
点8地点・補助点19地点）、
海域は4地点で水質（一部
底質）調査を実施予定。 3,380 3,579

継続して調査を実施し、公
共用水域の水質の状況を
把握していく。

継続 無

環境局 水保全課

水質保全
対策事業

地下水質
監視経費

水質汚濁防止法に基づき、
地下水の水質調査を実施
し、市域の地下水の水質の
状況を把握するとともに、
地下水汚染地域の継続的
な監視を行う。

熊本市全
域

延べ404本の井戸で水質の
調査を実施した。

延べ380本の井戸で水質の
調査を実施予定。

3,037 3,496

継続して調査を実施し、地
下水の水質の状況を把握
していく。

継続

硝酸性窒
素濃度
10mg/Lを
超過した
井戸の割
合5%以下
(Ｒ1）

環境局 水保全課

水質保全
対策事業

化学物質
汚染調査
経費

ダイオキシン類対策特別措
置法に基づき、公共用水
域、地下水及び土壌中の
ダイオキシン類の調査を実
施する。

熊本市全
域

ダイオキシン類は、河川2
地点、海域1地点、地下水2
地点、土壌2地点において
調査を実施した。

ダイオキシン類は、河川2
地点、海域1地点、地下水2
地点、土壌1地点において
調査を実施予定。

1,584 1,291

継続して調査を実施し、ダ
イオキシン類の状況を把握
していく。

継続 無

環境局 水保全課

地下水量
保全対策
経費

・地下水
位観測経
費

地下水保全のため地下水
位の状況を常に監視すると
ともに、収集されたデータ
は将来の地下水利用に関
する予測調査を行ううえで
解析等に積極的に利用で
きるものである。　現在、市
内20地区に観測井戸を設
置し、地下水位の観測を
行っている。

熊本市全
域

観測業務を委託し、年間を
通して市内20地区の観測
井の維持管理及び地下水
位の観測を行った。

市内20地区の観測井の維
持管理を年間を通し実施予
定。

4,046 4,086

測定機器類の老朽化が著
しいため、観測データの信
頼性確保のため、機器の
更新が必要。

継続 無

環境局 水保全課

地下水量
保全対策
経費

・地下水
採取量調
査経費

熊本県及び熊本市地下水
保全条例に基づく井戸の届
け出が約2,200本存在し、
郵送による調査を行ってい
る。市内の地下水採取に関
する用途とその採取量を全
て把握することで地下水量
の監視を行うもの。

熊本市全
域

年度当初に報告書を発送
し、未提出者に対しては、
職員による電話及び訪問
にて報告書の提出を促し、
地下水採取量の把握に努
めた。また、大規模採取者
や県条例の許可者に対し、
かん養計画書や節水計画
書等の提出をあわせて依
頼した。

年度当初に報告書を発送
し、未提出者に対しては、
職員による電話及び訪問
にて報告書の提出を促し、
地下水採取量の把握に努
める。また、大規模採取者
や県条例の許可者に対し、
かん養計画書や節水計画
書等の提出をあわせて依
頼する。

0 0

予算・人員ともに減少し、事
務作業を直接職員が行っ
ているが、報告書の回収率
が下がらないようにするこ
とが重要である。

継続 無

環境局 水保全課

 2) 効果的なモニタリング手法の検討と継続的な実施による情報の蓄積（指標となる生物種の設定など）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

本市の自然及び環境の変
化等を長期的に見ていくた
め、指標種を設定し、その
効果的なモニタリング手法
等について検討するととも
に、継続的なモニタリング
の実施による情報蓄積の
仕組みを構築する。

熊本市全
域

2団体の協力をいただいて
ホタル類、カヤネズミ、アカ
ガエルのモニタリング結果
をとりまとめ、把握した。

現在調査を行っているもの
については継続しつつ、指
標種モニタリングの対象
種・対象地を拡大予定。

0 0

活動団体及び市民に協力
していただき、さらなる情報
を蓄積する。
市民団体への協力が必要
不可欠。 検討

検討・
試行

実施 無

環境局 環境共生
課

水前寺江
津湖公園
利活用・
保全経費

水前寺江
津湖公園
利活用・
保全経費

江津湖の外来植物調査に
ついて

江津湖 江津湖地域に繁茂する外
来植物について冬季調査
を実施した。調査結果か
ら、外来植物の効果的な防
除方法を検討する。

江津湖地域に繁茂する外
来植物について夏季調査
を実施予定。調査結果か
ら、外来植物の効果的な防
除方法を検討する予定。 4,000 4,000

近年、外来水草のコウガイ
セキショウモが繁茂してい
る。生態系に悪影響がない
か注視していくことが必要。

実施 無

環境局 環境共生
課

 3) 市民参加型の生物多様性のモニタリングの検討・実施

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

市民や活動団体と連携・協
働し、自然環境のタイプを
代表する指標種について
の継続的なモニタリングを
行う。

熊本市全
域

・市民参加型として、セミの
モニタリングを実施（R4.7.4
～R4.9.9）。636件の調査報
告があった。

・市民参加型として、セミの
モニタリングを実施予定（7
月から9月頃）。
・LINEから報告できるシス
テムを実証実験予定。

360 360

セミ以外の指標種について
も検討が必要。

より多くの市民に参加をし
てもらうための取組の検討
が必要。

検討
検討・
試行

実施 無

環境局 環境共生
課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

新事業
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基本戦略２　　学び、つながる　　　　生物多様性の認識の向上、連携体制の構築

Ⅰ 個別の事業ごとの実施状況
１．.生物多様性の認識の向上
 1) 熊本市の特徴を踏まえた普及啓発ツール・学習プログラムの作成や、生物多様性に関するイベント・出前講座、自然体験ができる学習等の実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（環境フェア、動植物園等を活用した普及啓発、出前講座や勉強会、公園における自然体験等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

環境フェアのブースやその
他活用した普及啓発の実
施、生物多様性に関する普
及啓発ツールの作成

動植物園
ほか

・R4年5月21,22日に動植物
園で生物多様性の日イベ
ント「いきものフェアくまもと
2022」を開催した（４課連携
プロジェクト）。

・生物多様性副読本「いき
ものさがし」（デジタル版）に
ついて、小学4年生を対象
に授業などで活用していた
だくように周知を行った。

・市ホームページ環境局サ
イトに、生物多様性に関す
る情報（イベント・環境教
育・自然体験・活動団体紹
介等）を随時掲載した。

・ニュースレター「生物多様
性くまもとＣだより」発行し
た（第9号）。

・R5年5月20,21日に動植物
園で生物多様性の日イベ
ント「いきものフェアくまもと
2023」を開催予定（４課連
携プロジェクト）。

・生物多様性副読本「いき
ものさがし」を活用した出前
講座を要望に応じ開催す
る。

・市ホームページ環境局サ
イトに、生物多様性に関す
る情報（イベント・環境教
育・自然体験・活動団体紹
介等）を随時掲載する。

・ニュースレター「生物多様
性くまもとＣだより」発行す
る。

260 260

・生物多様性の日イベント
は4課連携プロジェクトにお
いて、今後も継続して実施
する。その他様々な機会を
活用して、普及啓発を行っ
ていく。

・4課連携プロジェクト以外
の部署（区役所等）との連
携・各部署での取組に関す
る情報共有の推進が課題
である。

・今後も市ホームページ環
境局サイトやSNS、市施設
を活用した情報発信を行っ
ていく。

継続
（一部
検討）

いきも
のフェ
ア中
止

いきも
のフェ
ア中
止

無

環境局 環境共生
課

自然環境
保全事業

森林学習
館関連経
費

金峰山・森林学習館の運
営、効果的な活用

北区貢町
小萩

引き続き、指定管理により
運営。
随時、生物多様性に関する
啓発、自然散策会や豊か
な地下水を育む森づくりの
学習会等を実施。 また、全
国都市緑化くまもとフェアの
広報と、フェア後は振り返り
の報告コーナーを設置し
た。

引き続き、指定管理により
運営。
随時、展示館に生物多様
性に関するチラシ、書籍を
設置し啓発に努めるととも
に、自然散策会や豊かな地
下水を育む森づくりの学習
会等を実施予定。

4,099 4,700

R5.6年度の2年間を指定管
理により運営。
今後も利用者増加に努め
るとともに、生物多様性の
啓発に努める。

継続 無

環境局 環境共生
課

1人1緑化
事業

全国都市
緑化フェ
ア準備経
費

緑の検定テキストブック作
成及び緑の検定の実施

熊本市全
域

みどりの検定自体は廃止。
テキストは在庫有のため増
刷せず。

タイトルや内容を調整し、
市民向けの緑化テキストと
して増刷予定。

300 300

みどりの検定廃止に伴い、
テキストブックの位置づけ
を再度検討したうえで、増
刷し、活用を図る。

テキス
ト作成

+
第1回
検定
の実
施

テキスト
微修正

+
第2回
検定の
実施

みどり
の検定
廃止

みどり
の検定
廃止

みどり
の検定
廃止

・
テキスト

増刷

無

環境局 環境共生
課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

江津湖の外来種問題に対
する理解度向上を目的とす
るアプリの開発

江津湖 アプリの開発に向けて熊本
県立大学と計3回の打合せ
し、アプリの内容やイベント
について協力した。

令和5年10月の江津湖みな
も祭りで小学生を対象に、
アプリを使用したイベントを
開催予定。 0 0

理解度向上を如何にして測
るかが課題。

検討
実証試

験 無

環境局 環境共生
課

環境啓発
事業

市民啓発
経費

科学的な体験学習や自然
観察会を開催するととも
に、出前講座への講師の
派遣等、教育現場や地域
活動における環境学習を
積極的に支援する。

江津湖
金峰山
その他河
川・湧水
地等

・新型コロナウイルス感染
症の影響により、事業休
止。
・教育現場や地域活動の支
援として、環境学習資料の
提供や備品の貸し出しを
行った。

・新型コロナウイルス感染
症の状況を見ながら、屋外
活動の水生生物ウオッチン
グや野鳥観察会を実施予
定。 645 645

・新型コロナウイルス感染
症の影響により、従前の手
法での事業実施が難しい
状況が続いているが、今後
影響なく事業を実施するた
めの新しい手法を確立した
い。

事業
は継
続す
るが、
一部
中止

継続 継続 一部
廃止

休止

休止 休止 再開
各回定員
30名程度

環境局 環境総合
センター

環境啓発
事業

市民啓発
経費

科学的な体験学習や自然
観察会を開催するととも
に、出前講座への講師の
派遣等、教育現場や地域
活動における環境学習を
積極的に支援する。

環境総合
センター
敷地内

・新型コロナウイルス感染
症の影響により、事業休
止。

・新型コロナウイルス感染
症の状況を見ながら実施
の可否を判断する。
・Webを活用した出前講座
や実施した環境学習をHP
で紹介を行う。

645 645

・新型コロナウイルス感染
症の影響により、従前の手
法での事業実施が難しい
状況が続いているが、今後
影響なく事業を実施するた
めの新しい手法を確立した
い。

検討 検討 継続 休止 休止
休止

一部
再開

無

環境局 環境総合
センター

水産業地
域交流促
進事業

市民と水
産業の交
流促進事
業

小学生を主な対象とした出
前講座を実施することで、
市民と漁業者との交流促
進や水域環境の保全への
意識啓発を図る。

市内小学
校

熊本市の水産業について
の出前講座を実施。
理解促進を図るため、同一
児童に対して2回に分けて
出前講座を実施。
ICTを活用した遠隔授業及
び対面による出前講座を実
施。
対象：
奥古閑小学校５年生26名
　　　　　　　　  教員 　1名

熊本市の水産業について、
ICTを活用した遠隔での出
前講座を実施予定。
対象：小学校高学年
人数：40～60名程度

106 158

・出前講座については、今
後はICTを活用して出前講
座の機会を増やしていきた
い。
・漁協等が主催する体験型
イベント等への支援を予定
している。

継続
一部
廃止

無

農水局 水産振興
センター

動植物園
管理運営
事業

都市緑化
植物園管
理経費

・肥後六花の栽培・展示
樹木見本園に、肥後椿、肥
後山茶花、肥後芍薬、肥後
花菖蒲を植栽。肥後朝顔に
ついては保存会の協力を
得て展示会を実施。

動植物園
植物ゾー
ン

樹木見本園において、肥後
椿、肥後山茶花、肥後芍
薬、肥後花菖蒲を栽培及び
展示

樹木見本園において、肥後
椿、肥後山茶花、肥後芍
薬、肥後花菖蒲を栽培及び
展示 0 0

今後も樹木見本園におい
て、肥後椿、肥後山茶花、
肥後芍薬、肥後花菖蒲を
栽培及び展示。肥後朝顔、
肥後菊の栽培、展示を検
討。

一部
休止

継続 無

経済観光
局

動植物園

魅力ある
動植物園
づくり事業

都市緑化
植物園管
理経費

・親子自然観察会「江津湖
の生き物ウォッチング」
貴重な江津湖の動植物を
観察し、「自然のすばらし
さ」を親子で体感するもの。

動植物園
植物ゾー
ン、江津
湖周辺

10月実施 10月実施予定

0 0

観察会ルートを含め、内容
の変更を検討。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

動植物園
管理運営
事業

都市緑化
植物園管
理経費

・植物観察会「春の七草を
知ろう」
園内や江津湖に自生する
「春の七草」を現地で観察
し、七草の種類、風習など
を学び、自然環境に関心を
もつ心を養うための観察
会。

動植物園
植物ゾー
ン

1月実施 1月実施予定

0 0

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

動植物園
管理運営
事業

動植物園
一般管理
経費

・野鳥の観察会
日本野鳥の会の講師と一
緒に、多くの渡り鳥が飛来
してくる豊かな自然に恵ま
れた江津湖と動植物園内
の野鳥を観察。

動植物園
動物ゾー
ン

2月に実施。 鳥インフルエンザの発生状
況を注視しながら1から2月
に実施予定

0 0

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

魅力ある
動植物園
づくり事業

集客対策
経費

・ホタルの観察会
5月中旬に園内の日本庭園
で、市民を対象としたホタ
ル観察会を実施。

動植物園
日本庭園

天候不良により中止 ホタルの数が減少傾向に
あるため、保全に努める

0 0

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

動植物園
管理運営
事業

動植物園
一般管理
経費

・肥後五鶏の飼育・展示・
講習会
肥後ちゃぼ保存会の協力
を得て、熊本の地鶏「肥後
五鶏」を飼育、展示。伝統
文化についての啓発を図る
ため、年1回講習会「肥後
五鶏を知ろう」を開催し、特
徴等について解説。

動植物園
動物ゾー
ン

5月と10月に肥後ちゃぼ展
実施

3月に講習会実施予定

肥後ちゃぼ展実施予定

講習会実施予定

20 20

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

今後のスケジュール（予定）

新事業

基本戦略２　～学び
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令和４年度（２０２２年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料2-3

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

動物の生
態環境や
生態につ
いての、
“教育・環
境教育”

・動物ガイド
各展示動物の生態や、人
間との関わりについて飼育
員が分かりやすく解説

動植物園
動物ゾー
ン

土日祝は2回、平日1回実
施

土日祝は2回、平日1回実
施予定

0 0

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

動物の生
態環境や
生態につ
いての、
“教育・環
境教育”

動物舎への植栽など、生息
地環境にできるだけ近づけ
ることを目的とした参加型
イベントによる環境教育

動植物園
動物ゾー
ン

自然環境教育に関する学
習プログラム計画を策定予
定。

策定された自然環境教育
に関する学習プログラム集
の運用、新たなプログラム
ツールの追加を予定。

5,000 3,000

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

動物の生
態環境や
生態につ
いての、
“教育・環
境教育”

傷病鳥獣など、野生復帰で
きない動物を用いた環境教
育

動植物園
動物ゾー
ン

サポーターズデーや動物
サマースクール、動物ガイ
ド等で実施

サポーターズデーや動物
サマースクール、動物ガイ
ド等で実施予定 0 0

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

動物の生
態環境や
生態につ
いての、
“教育・環
境教育”

ニホンザルエリアにおける
田植え、稲刈りなどの参加
型イベントによる環境教育

動植物園
動物ゾー
ン

「世界ニホンザルの日
（12/3）」にあわせ、実施

「世界ニホンザルの日
（12/3）」にあわせ、実施予
定 0 0

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

「生態系
のしくみ」
というタイ
トルでの
多様性に
関する講
話（一般
向け）

身近な自然環境に見られる
多様性と外来種問題につ
いて話す。講話と観察会を
組み合わせて行うこともあ
る。

主に熊本
市内

0件 依頼を受けて対応する。

0 0

依頼を受けて対応する。

継続 無

教育委員
会

熊本博物
館

生物多様
性に関連
した勉強
会等の講
師

メインテーマは依頼者が設
定するが、必ず生物多様性
に主眼を置いて話を進め
る。

主に熊本
市内

5件約170名に対して実施 依頼を受けて対応する。

0 0

依頼を受けて対応する。

継続 無

教育委員
会

熊本博物
館

自然観察
会

身近な自然の観察を通して
多様性について考える

主に熊本
市内

5件約110名に対して実施
2件悪天候により中止

博物館主催の観察会に関
しては、感染症対策を講じ
て実施する 0 0

外部からの依頼により講師
として携わるもののほか、
博物館主催の観察会も年
数回程度実施していく予
定。

継続 無

教育委員
会

熊本博物
館

生物多様
性に関連
した展示
解説

ミュージアムトーク
展示の紹介・解説を通して
生物多様性についての話
題を提供する。

博物館展
示室

0件 感染症の状況を見ながら
実施の可否を判断する

0 0

継続的に実施予定 教育委員
会

熊本博物
館

動物学講
座

動物としてのヒトが、自然と
いかに関わっていくべきか
常に考えながら学ぶ。

博物館お
よび野外
（熊本市
内）

3月末までに6回実施予定
2月現在で、5回のべ70名
に対して実施

6回実施予定

0 0

毎年実施の予定。

休止 再開 無

教育委員
会

熊本博物
館

植物学講
座

身近な植物に関する話題
や情報を提供し、理解や知
識を深める。

博物館お
よび野外
（熊本市
内）

５回実施し、のべ82名が参
加した

5回実施予定

0 0

毎年実施の予定。

休止 再開 無

教育委員
会

熊本博物
館

 2) ウェブサイトやＳＮＳ、市政だより等を活用した熊本市の生物多様性に関する情報の積極的な発信

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

生物多様性に関するウェブ
ページの整備等普及啓発
の実施

熊本市全
域

・市ホームページ環境局サ
イトや動植物園の生物多様
性情報コーナーを活用し、
積極的に情報を発信した。

・市ホームページ環境局サ
イトや動植物園の生物多様
性情報コーナーを活用し、
積極的に情報を発信する。

0 0

今後も市ホームページ環境
局サイトやSNS、市施設を
活用した情報発信を行って
いく。

継続 無

環境局 環境共生
課

いきもの
学習セン
ター事業

・いきもの学習センター事
業
江津湖における魚類の生
息状況展示及び江津湖環
境に関する情報発信、江津
湖に棲む外来生物の影響
等の情報発信・啓発

動植物園
水辺のイ
ンフォメー
ションセン
ター

R4.3月にオープンした水辺
のインフォメーションセン
ターで江津湖に生息する魚
類展示、ガイドでは江津湖
環境に関する情報を発信

江津湖に生息する魚類を
展示して江津湖環境に関
する情報発信を継続予定

0 0

H29年度から再開。R4から
水辺のインフォメーションセ
ンターで実施していく。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

２．.教育の推進・人材の育成 
 1) 市役所における生物多様性の浸透の推進

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

熊本市生物多様性庁内推
進会議等を中心にした計画
の進捗の把握・見直しの他
庁内連携の推進

熊本市 ・生物多様性に係る関連事
業の実施状況等調査を関
係各課に年1回照会。

・熊本市生物多様性戦略の
改定を予定しており、庁内
の関係各課との連携を密
に行う。 0 0

継続的に熊本市生物多様
性庁内推進会議を開催す
るとともに、庁内への生物
多様性の重要性をさらに浸
透させる取組が必要とな
る。

継続 無

環境局 環境共生
課

街なかの
緑創出事
業

緑化推進
経費

緑化行政に携わる職員を
対象に、公共樹木管理につ
いて技術講習会を開催し、
職員の知識と技術の向上
及び本市の緑化の推進を
図る。

熊本市 1月に樹木診断について、
緑化技術講習会を実施。
受講者：27名

年に1度講習会（緑化技術
講習会）を実施予定

30 30

今後も樹木の維持管理等
における課題をテーマに開
催。
森の都の緑を支える職員
のスキルアップを目指す。

継続 中止 中止 無

環境局 環境共生
課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

基本戦略２　～学び
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令和４年度（２０２２年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料2-3

 2) 学校における生物多様性に関する教育の推進
　　　　　　　　　　（理科や総合的な学習の時間等の生物多様性分野に関する学習の充実、学校や教員が利用できる生物多様性に関する学習の支援ツールの作成、動植物園での教員に対する生物多様性に関する研修の実施等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

勤労体験
学習

勤労体験
学習事業

勤労体験学習（環境教育の
一環としての緑化教育活
動、勤労体験活動、愛鳥教
育活動等を、児童生徒の
興味・関心をもとに、地域
や学校の実情に応じて創
意工夫しながら、児童生徒
とともに実践する学習活
動）を通して、児童生徒が
勤労を重んじ、豊かな心を
はぐくみ、自己実現の力と
よりよい公民として社会に
貢献できる力を培う。

熊本市立
の各小中
学校

○４月：勤労体験学習の実
施について計画の提出
○５月：実施校へ予算配当
決定通知
○５月～１２月：
・各学校で計画に沿って勤
労体験学習の実施
・実施届の提出（随時）
○１２月：農地の所有者、
農業経営者、農作業の指
導者に支払い

農地や専門家等を活用し
た各学校の勤労体験学習
の充実を図る。

○４月：勤労体験学習の実
施について計画の提出
○５月：実施校へ予算配当
決定通知
○５月～１２月：
・各学校で計画に沿って勤
労体験学習の実施
・実施届の提出（随時）
○１２月：農地の所有者、
農業経営者、農作業の指
導者に支払い

農地や専門家等を活用し
た各学校の勤労体験学習
の充実を図る。

2,460 2,460

全小中学校が予算を活用
し、充実した勤労体験学習
の充実を図れるようにす
る。

継続 無

教育委員
会

指導課

学校環境
緑化コン
クール

教育指導
行政経費
環境教育

各小中学校における環境
緑化活動の取組を評価し、
環境緑化の充実に向けて
助言するなど、主体的に緑
豊かな環境づくりに取り組
み、持続可能な社会の創り
手となる児童生徒の育成を
支援する。

参加した
熊本市立
小中学校

・各学校に実施要項を送付
（５月）
・審査部門の実施（事前審
査、現地審査：９～10月）
・緑化コンクール優秀校表
彰（11月）
・相談助言部門の実施（１
月）

・都市政策局森の都推進部
花とみどり協働課が主管課
となり、事業を継続して行
う。
・各学校に実施要項を送付
（５月）
・審査部門の実施（事前審
査、現地審査：９～10月）
・緑化コンクール優秀校表
彰（11月）
・相談助言部門の実施（１
月）

66
＋

熊本市地
域みどり
推進協議

会費

０
＋

熊本市地
域みどり
推進協議

会費

小学校、中学校の参加校
数は昨年度と比べてほぼ
変化がなく、参加校が固定
化しつつある。審査部門及
び相談助言部門に多くの学
校が参加できるよう指導課
と次年度の主管課である花
とみどり協働課で協議して
いく必要がある。

継続 中止 実施

実施
（花と
みどり
推進
課）

無

教育委員
会
（環境局）

指導課

（環境共
生課）

学校教育
支援事業

学校教育
支援事業
（博物館
一般管
理）経費

博物館の収蔵資料や学芸
員の専門的な知識を、学校
教育での学習活動に活用
する。

熊本市内
の小中学
校

・本年度も小中学校、高等
学校、特別支援学校からの
要請が多数あり、派遣授
業、Zoomによる遠隔解説、
館内学習等で動植物の体
のつくりや生物多様性につ
いての理解促進を図った。
（実績例：小学校対応の
「館内学習」12校：712名）

当館作成の「学習プログラ
ム集」をもとに、依頼を受け
て対応する。
・派遣授業
・Zoomによる遠隔解説
・館内学習等 303 317

依頼に応じて可能な範囲で
継続。
学習内容についての事前
打ち合わせ時間の確保や
開催日時の調整が必要。
Zoomによる遠隔授業等、
運用面での工夫を図る。

継続

毎年：10
校程度へ
のゲスト
ティー

チャー派
遣

教育委員
会

熊本博物
館

総合的な
学習への
協力

身近な自然環境に見られる
多様性と外来種問題につ
いて話す。講話と観察会を
組み合わせて行うこともあ
る。

熊本市内
の小中学
校

3校150名に対して実施 依頼を受けて対応する。

0 0

依頼に応じて可能な範囲で
継続。

継続 無

教育委員
会

熊本博物
館

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

普及啓発媒体・学習教材の
検討・作成、出前講座等

熊本市全
域

・生物多様性副読本「いき
ものさがし」（デジタル版）に
ついて、小学4年生を対象
に授業などで活用していた
だくように周知を行った。

・砂取小学校で外来魚につ
いての出前講座を行った。

・生物多様性副読本「いき
ものさがし」を活用した出前
講座を要望に応じ開催す
る。

・依頼があった際は、出前
講座等を行う。

0 0

・生物多様性副読本「いき
ものさがし」を活用した出前
講座を要望に応じ開催す
る。

－ 検討 実施 無

環境局 環境共生
課

３．連携・協働体制の構築
 1) 多様な主体間の連携・協働のためのプラットフォームの構築

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

生物多様性推進会議を
ベースに検討

熊本市全
域

・いきもんネット登録団体数
が4団体増えて合計16団体
となった。

・市ホームページを中心
に、登録団体の活動・イベ
ント情報を発信した。

・いきもんネット登録団体数
を増やすべく、啓発活動を
継続する。

・市ホームページを中心
に、登録団体の活動・イベ
ント情報を発信する。

・生物多様性シンポジウム
を開催し、いきもんネット登
録者を中心に、学校等の団
体も交え、情報共有や基調
講演、意見交換の場を設け
る予定。

・いきもんネット登録団体を
各表彰に積極的に推薦し
ていく。

0 0

学校の登録がないため、今
後は学校の登録も進むよう
加入団体を広く募り、情報
発信やイベントを着実に進
める。

検討

プラッ
ト

フォー
ム立
ち上
げ

試行
実施

無

環境局 環境共生
課

 2) 地域住民等様々な主体との連携・協働による生物多様性の保全と活用の取組の推進（放置竹林対策、外来種侵入警戒モニタリング等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

地域住民や、被害の出や
すい農業者、専門家のネッ
トワーク等を活用するととも
に、庁内連携等を強めるこ
とによる、アライグマ等の侵
入警戒の早期発見体制の
検討・構築

熊本市全
域

・庁内関係部署や周辺自治
体との連携した対策・情報
共有を行った。アライグマ
の生息の可能性がある地
域に対しては、自治会や関
係団体、JAなどを通じた情
報提供依頼を行った。

・アライグマについての市
民からの相談や情報提供
については、必要に応じ、
関係部署と連携した対応を
行った。

・引き続き、庁内関係部署
や周辺自治体との連携した
対策・情報共有を行う。アラ
イグマの生息の可能性が
ある地域に対しては、自治
会や関係団体を通じた情
報提供依頼を行う。

・アライグマについての市
民からの相談や情報提供
については、必要に応じ、
関係部署と連携した対応を
行う。

0 0

・野外で活動・調査を実施
している団体や研究者、学
校（生物部等）、猟友会等と
いった主体との連携した取
組や早期発見体制の構築
についても検討が必要であ
る。

・県内（特に県北地域）にお
けるアライグマの生息確認
例が増加傾向にあり、侵入
圧が今後さらに高まると想
定されるため、近隣自治体
との連携をより進める必要
がある。

検討

講習
会実
施・
監視
体制
構築

実施 無

環境局 環境共生
課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

基本戦略２　～学び
、つながる～　3/4



令和４年度（２０２２年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料2-3

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

森づくり推
進推進事
業

・放置竹林対策
森林・山村多面的機能発揮
対策交付金の活用のほ
か、放置竹林の整備を行う
団体に対し、伐採後の竹の
処分を支援する放置竹林
有効利用推進事業を行う。

熊本市内
の放置竹
林

森林・山村多面的機能発揮
対策交付金を27団体(47ha)
が活用し竹林整備を行った
ほか、放置竹林有効利用
推進事業を20団体が活用
し竹処理を行った。

森林・山村多面的機能発揮
対策交付金を27団体（約
53ha)が活用して整備予
定。また、放置竹林有効利
用推進事業については、約
20団体への支援を予定。 12,749 16,887

森林・山村多面的機能発揮
対策交付金事業と放置竹
林有効利用推進事業の連
携により、効果的に放置竹
林対策を進める。また、伐
採後の竹材の需要喚起や
他都市の取組事例等の情
報共有により、放置竹林対
策を継続的な取組とするこ
とを目指す。

放置
竹林
対策
連絡
会議
設置

放置
竹林
有効
利用
推進
事業
開始

拡大
推進

放置竹林
対策に取
り組んだ

面積
50ha（R6
目標）

農水局
（R1年度
事業移
管）

農業政策
課(森づく
り推進室)

自然環境
保全事業

保存樹木
等保全経
費

・健軍タブノキの保全
地元住民と連携し、地元の
象徴的なタブノキを保全し
ている

東区健軍
3丁目

跡地利用の検討を行った。 緑化重点地区内にある跡
地の利用については、ワー
クショップ(WS)を実施するな
ど地域の意向を確認し、跡
地利用の方針を決める。

0 0

所在は緑化重点地区内に
あるため、今後の跡地の安
全確保や利用、管理につい
て、アクションプログラムの
中でも検討を進める。

継続
倒木・
撤去

木材・
跡地
の利
用の
検討

WSな
どによ
る地
域の
意向
調査

無

環境局 環境共生
課

広域連携
協働事業

広域水保
全対策運
営経費

熊本地域が一体となって地
下水保全対策を推進する
ため、熊本県、熊本地域11
市町村、くまもと地下水財
団、事業者、住民と協働し
広域的な取組を展開。

熊本地域
11市町村

くまもと地下水財団「第1次
中長期基本計画」に基づ
き、公益目的4事業を推進
する。
・地下水環境調査研究事業
・地下水質保全対策事業
・地下水涵養推進事業
・地下水採取・使用適正化
推進事業

くまもと地下水財団「第1次
中長期基本計画」に基づ
き、公益目的4事業を推進
する。
・地下水環境調査研究事業
・地下水質保全対策事業
・地下水涵養推進事業
・地下水採取・使用適正化
推進事業

6,727 10,576

熊本県、熊本地域11市町
村、くまもと地下水財団が
更なる連携を図り、恵まれ
た水資源を後世に守り伝え
る。

継続 無

環境局 水保全課

広域連携
協働事業

白川中流
域かん養
推進経費

本市にとって重要な地下水
かん養域である白川中流
域において、次世代を担う
子供たちが、田植えや稲刈
り等の農業体験を通じて、
農業がもたらす地下水への
効果を学習し、併せて、流
域の交流を進めることによ
り、将来へと続く相互理解
を深めるもの。

白川中流
域（大津
町、菊陽
町）

白川中流域水土里ネット協
議会を中心に、高校生を対
象として少人数により農業
体験を実施した。

白川中流域水土里ネット協
議会を中心に、高校生を対
象として少人数により農業
体験を実施予定。

300 300

本市にとって重要な地下水
かん養域である白川中流
域において、次世代を担う
若い世代にに田植えや稲
刈り等の農業体験を通じ
て、農業がもたらす地下水
への効果を学習し、併せ
て、流域の交流を進めるこ
とにより、将来へと続く相互
理解を深めるため、当該活
動を継続して実施していく
ことが必要である。

休止
再開
（不参
加）

参加
（台風
のた
め中
止）

　
中止
（コロ
ナ禍
の影
響）

無

環境局 水保全課

広域連携
協働事業

水源の森
づくりボラ
ンティア活
動経費

熊本地域の地下水の現状
について認識を深めるとと
もに、森林作業（植付・下
刈・間伐・枝打等）や上流
域でのふれあい活動（林産
品等の加工等）を通じて、
山林を保全するために必
要とされる知識・技術の習
得を通じ、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの育成
を図るもの。

大津町、
西原村、
南阿蘇村

コロナ禍の影響が不透明
のため実施を見合わせた。

年2回を目標に、熊本地域
の地下水の現状について
認識を深めるとともに、森
林作業（植付・下刈・間伐・
枝打等）や上流域でのふれ
あい活動（林産品等の加工
等）等を実施予定。

410 410

熊本地震からの復旧・復興
を優先させることから、当
該事業を一時休止しており
コロナ禍の状況に注視し事
業再開を目指す。

休止

再開
→中
止（コ
ロナ
禍の
影響）

中止
（コロ
ナ禍
の影
響）

中止
（コロ
ナ禍
の影
響）

無

環境局 水保全課

鳥獣被害
対策事業

鳥獣被害
対策事業

被害地域が主体となった被
害未然防止対策の推進
鳥獣の捕獲による個体数
管理の推進

熊本市全
域

鳥獣被害対策については、
市民との協働による鳥獣対
策を強化することとしてお
り、自治会等と連携し、学
習会の開催を通じて地域
住民の鳥獣に対する意識
の醸成を図るとともに、地
域住民と一体となった捕獲
や鳥獣が近づきにくい環境
整備など、地域活動に対す
る支援を実施した。（１０地
区）

鳥獣被害対策については、
市民との協働による鳥獣対
策を強化することとしてお
り、自治会等と連携し、学
習会の開催を通じて地域
住民の鳥獣に対する意識
の醸成を図るとともに、地
域住民と一体となった捕獲
や鳥獣が近づきにくい環境
整備など、地域活動に対す
る支援を実施する。（１２地
区）

24,600 20,100

住宅地、通学路等における
イノシシやシカ等の野生動
物の出没件数が増加して
いることから、今後も引き続
き、被害未然防止対策の普
及・啓発に努めるとともに、
捕獲による個体数管理に
取り組む。

継続

鳥獣
対策
室に
移管

継続 無

農水局 農業支援
課鳥獣対
策室

公園維持
管理事業

公園維持
管理経費

本市の緑の骨格として貴重
な緑である託麻三山のう
ち、神園山小山山緑地につ
いて、良好な環境を保全す
るとともに、地域コミュニ
ティの構築及び住民の地域
に対する愛着を深めること
を目的として、委託契約及
びボランティア協定を締結
し「市民協働による里山づく
り」を進めている。

神園山小
山山緑地

地域住民への委託契約に
よる下草刈及びボランティ
ア協定による苗木の植え付
け、公園の利用促進に関
する活動、清掃等を実施。
市では竹伐採等を実施。

地域住民への委託契約に
よる下草刈及びボランティ
ア協定による苗木の植え付
け、公園の利用促進に関
する活動、清掃等を実施。
市では竹伐採等を実施予
定。 1,540 650

神園山小山山緑地は、ＮＰ
Ｏ等の団体も活動してお
り、各団体の調整を図りな
がら良好な環境を保全して
いく必要がある。
今後も多様な団体と協働し
ながら、事業を継続してい
く。

継続 無

東区役所
ほか

東区土木
センター
維持課

公園維持
管理事業

公園維持
管理経費

本市の緑の骨格として貴重
な緑である託麻三山のう
ち、戸島山緑地について、
良好な環境を保全するとと
もに、地域コミュニティの構
築及び住民の地域に対す
る愛着を深めることを目的
として、委託契約及びボラ
ンティア協定を締結し「市民
協働による里山づくり」を進
めている。

戸島山緑
地

地域住民への委託契約に
よる除草及びボランティア
協定による竹伐採、清掃、
緑地利用促進に関する活
動を実施。

地域住民への委託契約に
よる除草及びボランティア
協定による竹伐採、清掃、
緑地利用促進に関する活
動を実施予定。

600 650

今後も多様な団体と協働し
ながら、事業を継続してい
く。

実施
【新規】

継続 無

東区役所
ほか

東区土木
センター
維持課

今後のスケジュール（予定）

基本戦略２　～学び
、つながる～　4/4



令和４年度（２０２２年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料2-3

基本戦略３　　守る　　　　生物の生息・生育地の保全

Ⅰ 個別の事業ごとの実施状況
１．絶滅危惧種の保全
 1) 市内に生息・生育する絶滅危惧種の保全の方向性の検討

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

※検討中 市民参加型モニタリング、県
や地元の有識者等との情報
共有のネットワーク構築によ
る情報収集を踏まえた保全
方策の検討

熊本市全
域

検討中。 熊本市生物多様性の改定の
ため、最新の情報を収集す
る予定。 0 0

生物多様性戦略専門家会合
への相談を行いながら保全
に取り組む。 － 検討 無

環境局 環境共生
課

 2) 関係機関と連携した保全対策の実施

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

立田山管
理経費

立田山憩の森の維持管理に
おける有識者との連携によ
るトダスゲ等の保全など

立田山憩
の森（トダ
スゲ湿地
など）

・トダスゲ、アカササゲ等の
生育が見られる箇所の下草
刈については、通常の作業
と時期をずらし、種が落ちた
後に行うよう保全策を実施。

有識者に下草刈の時期や回
数を確認し、実施している。

希少種の鳥類へ配慮した樹
木剪定を周知。

・トダスゲ、アカササゲ等の
生育が見られる箇所の下草
刈については、通常の作業
と時期をずらし、種が落ちた
後に行うよう保全策を実施予
定。

有識者に下草刈の時期や回
数を確認し、実施している。

希少種への鳥類へ配慮した
樹木剪定を周知予定。

0 0

適宜、専門家にも協力してい
ただき、巡回とともに保全策
を実施していく。

継続 無

環境局 環境共生
課

公園・河川・森林等の管理に
おける保全への配慮

水前寺江
津湖公園

指定管理者による希少種に
配慮した草刈等の実施や希
少種の保全活動を実施済。

指定管理者による希少種に
配慮した草刈等の実施や希
少種の保全活動を実施予
定。

0 0

職員及び指定管理者におけ
る希少種保護に関する知識
の習得、活動内容・情報の
共有化。

継続 無

東区役所
ほか

東区土木
センター
維持課

公園・河川・森林等の管理に
おける保全への配慮

東区土木
センター
管内
中央・西
区土木セ
ンター河
川公園整
備課

公園内樹木の害虫駆除につ
いて、極力農薬を使用しない
駆除方法（捕殺・剪定）を選
択。

公園内樹木の害虫駆除につ
いて、極力農薬を使用しない
駆除方法（捕殺・剪定）を選
択予定。 500 0

今後も極力農薬を使用しな
い害虫駆除を実施していく。

継続 無

区役所
その他

東区土木
センター
維持課
中央・西
区土木セ
ンター維
持課

 3) 動植物園における絶滅危惧種の域外保全の実施

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

動植物園
管理運営
事業

都市緑化
植物園管
理経費

・スイゼンジノリの保存・栽培
江津湖に自生していたスイ
ゼンジノリの保存・復活を目
指した栽培試験を実施してい
る。

動植物園
植物ゾー
ン

動植物園植物ゾーン日本庭
園にて栽培試験を継続実施

動植物園植物ゾーン日本庭
園にて栽培試験を継続予定

0 0

継続して栽培試験を実施予
定。

継続 無

経済観光
局

動植物園

動植物園
管理運営
事業

動植物園
一般管理
経費

・江津湖希少動物の養殖・展
示
タナゴ等の江津湖希少動物
を動物資料館の水槽で養
殖、展示。

動植物園
水辺のイ
ンフォメー
ションセン
ター

水辺のインフォメーションセン
ターにて飼育展示を実施。

水辺のインフォメーションセン
ターにて飼育展示を継続実
施予定

1,002
園全体の
原材料費

1,145
園全体の
原材料費

継続して飼育・繁殖・展示を
実施予定。

継続 無

経済観光
局

動植物園

動植物園
管理運営
事業

動植物園
一般管理
経費

・保護野生鳥獣の養生飼育・
展示
県自然保護課と連携して、ケ
ガなどで保護された野生鳥
獣（タカ等）を預かり養生を図
るもの。

動植物園
動物ゾー
ン

実施 必要に応じて実施予定。

4,938
園全体の
医薬材料

費

4,938
園全体の
医薬材料

費

鳥インフルエンザ防疫を考慮
すると、今後積極的受入が
難しくなるケースが考えられ
る。

実施
なし

必要
に応じ
て実
施

無

経済観光
局

動植物園

絶滅の恐
れのある
希少動物
の保護・
繁殖等の
“種の保
存”

絶滅危惧ⅠA類に分類され
ているニッポンバラタナゴ、セ
ボシタビラ、絶滅危惧Ⅱ類に
分類されているヤマトシマド
ジョウ、メダカの保護・繁殖

動植物園
水辺のイ
ンフォメー
ションセン
ター

外来種のタイリクバラタナゴ
と交雑が問題となっている
ニッポンバラタナゴについ
て、水辺のインフォメーション
センターにて飼育している個
体は遺伝子解析の結果純系
と判明した。

繁殖技術の確立にむけた取
り組みとセボシタビラの遺伝
子解析を実施予定。 1,002

園全体の
原材料費

1,002
園全体の
原材料費

継続して飼育・繁殖・展示を
実施予定。
課題として以前から飼育して
いる江津湖由来とされるセボ
シタビラの遺伝子解析

継続 無

経済観光
局

動植物園

絶滅の恐
れのある
希少動物
の保護・
繁殖等の
“種の保
存”

熊本県レッドデータブックで
絶滅危惧Ⅱ類に分類されて
いるヒラモの保護・養殖

動植物園
植物ゾー
ン

動植物園植物ゾーン日本庭
園にて保護・養殖を継続実
施

動植物園植物ゾーン日本庭
園にて保護・養殖を継続予
定

0 0

継続して栽培を実施予定。

継続 無

経済観光
局

動植物園

絶滅の恐
れのある
希少動物
の保護・
繁殖等の
“種の保
存”

環境省レッドデータブックで
絶滅危惧ⅠA類に分類され
ているスイゼンジノリの保護・
養殖

動植物園
植物ゾー
ン

動植物園植物ゾーン日本庭
園にて栽培試験を継続実施

動植物園植物ゾーン日本庭
園にて栽培試験を継続予定

0 0

継続して栽培試験を実施予
定。

継続 無

経済観光
局

動植物園

絶滅の恐
れのある
希少動物
の保護・
繁殖等の
“種の保
存”

タナゴ類の繁殖床になるドブ
ガイの繁殖に国内で初の成
功、現在も繁殖継続

動植物園
水辺のイ
ンフォメー
ションセン
ター

水辺のインフォメーションセン
ターで飼育

水辺のインフォメーションセン
ターで飼育継続予定

1,002
園全体の
原材料費

1,002
園全体の
原材料費

地震後死滅後、再開している
が、ドブガイの飼育に適した
飼育用水の取水が安定して
いないため、繁殖が安定しな
い。

死滅
休止

再開 無

経済観光
局

動植物園

生物多様
性保全推
進支援事
業

ニホンイヌワシの生息域外
保全事業

動植物園
動物ゾー
ン

イヌワシの生息域外保全を
目的とした繁殖及び普及啓
発を継続。

イヌワシの生息域外保全を
目的とした繁殖及び普及啓
発を継続予定。

0 0

イヌワシ飼育繁殖実績のあ
る園から講師を招き、繁殖技
術研修を実施予定。
今後もイヌワシの生息域外
保全を目的とした繁殖及び
普及啓発を進める。

開始 継続 無

経済観光
局

動植物園

生物多様
性保全推
進支援事
業

トサシミズサンショウウオの
生息域外保全事業

動植物園
動物ゾー
ン

・トサシミズサンショウウオの
繁殖の取り組み開始

・トサシミズサンショウウオの
繁殖を実施予定

0 0

継続して飼育・繁殖を実施予
定

開始 継続 無

経済観光
局

動植物園

２．多様な自然環境の保全 
 1) 環境保護地区等の適切な保全、維持管理の推進（より適切な保全・維持管理の実施に向けた手法の検討等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

・環境保護地区
市域に残る良好な緑地を「環
境保護地区」として指定し、
保全する。ふるさとの森基金
の運用益等により所有者等
に対して交付金等を交付して
いる。

熊本市全
域

環境保護地区を大切に保全
し、後世に引き継いでいくた
め、ふるさとの森基金を活用
し、指定交付金等の助成を
行う（3/31交付額の確定、4
月以降に順次交付予定）。

・損害賠償保険料：148千円
（対人5億円限度、対物1億
円限度）

環境保護地区を大切に保全
し、後世に引き継いでいくた
め、ふるさとの森基金を活用
し、指定交付金等の助成を
行う（3/31交付額の確定、4
月以降に順次交付予定）。

・損害賠償保険料：148千円
（対人5億円限度、対物1億
円限度）

7,722 7,821

これまで地権者の理解と協
力を得て大切に守られてき
た環境保護地区について
は、一部で、土地所有者の
高齢化などによる管理不足
の指摘もあることから、管理
実態の把握と、効果的な維
持管理の手法などを含め今
後の制度のあり方を検討し
ていく。

継続
見直し
の検
討

見直し
の検
討

無

環境局 環境共生
課

自然環境
保全事業

立田山管
理経費

・立田山憩の森の保全管理
生活環境保全林の保全管理
（下草刈、清掃、施設の維持
管理や希少種の保護等）を
実施。

立田山憩
の森

立田山憩の森において、下
草刈や樹木の支障枝の剪
定、施設の維持管理など、適
正な保全管理を実施した。

立田山憩の森において、下
草刈や樹木の支障枝の剪
定、施設の維持管理など、適
正な保全管理を実施予定。 23,860 24,477

今後も適正な維持管理に努
め、多くの市民に緑豊かな憩
の森として快適な緑地の提
供を行っていく。 継続 無

環境局 環境共生
課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

下草刈委託費

38行の経費に含む

下草刈委託費

14行の経費含む
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 2) 放置竹林対策の効果的な手法の検討・推進、農地の多面的機能の維持・発揮の取組、耕作放棄地の再生利用の推進等による里地里山の保全

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

集落機能
の維持・
活性化事
業

多面的機
能支払交
付金事業

・多面的機能の維持・発揮
地域共同により農用地、水
路、農道等の地域資源の基
礎的な保全管理活動及び地
域資源の適切な保全管理の
ための推進活動に取組む組
織に対して交付金を交付して
いる。

熊本市内
の農振農
用地ほか

熊本市秋津地域農地・水環
境保全管理協定ほか27組織
が継続して活動を行った。
対象農用地面積7,918ha。

熊本市秋津地域農地・水環
境保全管理協定ほか29組織
が継続して活動を行う予定。
対象農用地面積7,938ha。

647,961 653,599

本事業は１期・５ヵ年計画で
実施する事業であるが、来
年度は継続して取り組む30
組織にて継続した活動を
行っていく。

継続

市内農振
農用地面
積の80％
※達成済

農水局 農地整備
課
北東部農
業振興セ
ンター基
盤整備課
西南部農
業振興セ
ンター基
盤整備課

 3) 関係機関と連携した有明海の漁場環境の保全

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

漁業生産
振興事業

水産多面
的機能発
揮対策事
業

活動組織（漁業者等）が行う
耕うん、保護区設定、生物除
去等の水域環境・漁場環境
保全に関する取組を支援す
ることで、ノリ、アサリ、ハマ
グリなどの主要水産物の安
定的な生産を図るとともに、
魚類・甲殻類の幼稚仔の生
息しやすい環境を維持する。

有明海
（管内地
先漁場）
等

前年度の結果及び実績を踏
まえて計画された令和4年度
（2022年度）事業を各活動組
織が実施済。漁場のモニタリ
ング結果に基づき各種対策
が実施され、効果的な事業
実施がなされている。

水域環境・漁場環境保全に
関する取組を継続して支援
することで、主要水産物の安
定生産に向けた資源の増殖
を促すとともに、魚類・甲殻
類の幼稚仔の生息しやすい
環境への回復を推進する。

7,320 6,578

第2期の事業が令和3年度か
ら開始され、令和7年度まで
の事業実施が可能となった。
しかしながら、毎年のように
豪雨や台風等による漁場環
境の悪化が繰り返されてい
ることから、国主導による抜
本的な環境回復策が望まれ
る。

第1期 第2期 無

農水局 水産振興
センター

 4) 公共事業における環境アセスメントの実施、熊本市環境配慮指針の遵守等

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

環境保全のための本市の率
先行動として、市が実施する
すべての公共事業におい
て、事業構想・計画の段階か
ら設計・施工に至るまで、温
暖化対策や資源の有効利用
など環境負荷の低減、自然
環境の保全及び歴史的環
境・生活環境の保全など、環
境に配慮した事務事業を行
う。

熊本市全
域

公共事業環境配慮指針の適
正な運用を行うよう庁内に周
知を行うとともに、事業規模
の大きな事業（第1種事業）
について、公共事業環境配
慮評価会議を開催し、環境
配慮の対応策について審議
を実施した（２件）。

引続き、公共事業環境配慮
指針の適正な運用を行うよう
庁内に周知を行うとともに、
第1種事業の計画提出が
あった場合は公共事業環境
配慮評価会議にて審議を行
い、環境に配慮した事務事
業の推進を図る。

0 0

新たな環境配慮技術の情報
収集を行いながら、公共事
業環境配慮指針の内容を随
時更新を行うなど、本市が率
先して環境保全に取り組ん
でいく必要がある。 継続 無

環境局 環境政策
課

環境に配
慮した河
川整備の
推進

広域河川
整備経費

一級河川健軍川、藻器堀
川、鶯川の設計・改修にあた
り多自然川づくりを実施して
いる。

－

鶯川において環境に配慮し
た河川改修を実施した。

健軍川において環境に配慮
した河川改修を予定。

100,000 110,000

熊本市公共事業環境配慮指
針に基づき、事業計画及び
整備実施の各段階で環境に
配慮した取組を行っていく。

随時 無

都市建設
局

河川課

３．外来種対策の実施
 1) 特に対策が必要な侵略的外来種のリスト化と対策の方向性の整理、ペットや国内由来の外来種の取り扱いも含めた普及啓発

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

・外来生物対策（オオキンケ
イギク）
特定外来生物オオキンケイ
ギクの市民への周知、啓発
を実施

熊本市全
域

・市政だより、市ホームペー
ジ、ラジオ等を通して周知・
啓発を実施した。今年度は6
月の一斉清掃の際に、自治
会に対して駆除啓発のチラ
シを配付した。また、4課連携
プロジェクトメンバーでの駆
除、ロアッソ熊本の選手たち
との駆除も実施。

・市民からの情報提供に対
する調査や所管部署への情
報提供を実施した。

・市政だより、市ホームペー
ジ、ラジオ等を通して周知・
啓発を実施予定。6月の一斉
清掃の際に、自治会に対し
て駆除啓発のチラシを配付
する。また、協力団体などと
駆除実施予定。

・市民からの情報提供に対
する調査や所管部署への情
報提供を継続し、生息状況を
確認する。

0 0

・オオキンケイギクについて
の周知・啓発、駆除の依頼
等を継続して実施していく。

・私有地に生育している場合
の対処が課題である。

継続 無

環境局 環境共生
課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

・外来生物対策（ヒアリ・ツマ
アカスズメバチ）
特定外来生物のヒアリ・ツマ
アカスズメバチの侵入監視、
及び市民への周知、啓発を
実施

熊本市全
域

・ツマアカスズメバチについ
て、熊本港でのトラップ設置
による生息調査（環境省調
査、春季・夏季）を実施した。

・ヒアリについて、ホームペー
ジへの注意喚起及び情報提
供の記事掲載により周知し
た。また市民からの相談対
応は関係部署と連携して実
施した。

・ツマアカスズメバチについ
て、引き続き熊本港でのト
ラップ設置による生息調査
（環境省調査、春季・夏季）を
実施する。

・ヒアリについて、ホームペー
ジへの注意喚起及び情報提
供の記事掲載により周知す
る。また市民からの相談対応
は関係部署と連携して実施
する。

0 0

・引き続き侵入監視や情報
提供、関係部局と連携した市
民対応を実施する。

継続 無

環境局 環境共生
課

・外来生物対策（セアカゴケ
グモ）
特定外来生物セアカゴケグ
モの市民への周知、啓発を
実施する。

熊本市全
域

・市政だより、市ホームペー
ジ、ラジオ等を通して、セアカ
ゴケグモの情報を発信した。
・出前講座などを通して、市
民啓発を行った。
また、今年度は、県内で初め
て同じゴケグモ類であるハイ
イロゴケグモが確認されたた
め、新たにチラシを作成し、
設置した。また、ホームペー
ジにもハイイロゴケグモを加
え、情報を発信した。

・市政だより、市ホームペー
ジ、ラジオ等を通して、ゴケグ
モ類（セアカゴケグモ・ハイイ
ロゴケグモ）の情報を発信す
る。
・出前講座などを通して、市
民啓発を行う。 0 0

新たに同じゴケグモ類である
ハイイロゴケグモが確認され
たため、セアカゴケグモだけ
ではなく、ハイイロゴケグモ
についても市政だより、市
ホームページ、ラジオ等を通
して情報を発信し、市民への
周知、啓発を行う。

継続 無

健康福祉
局

生活衛生
課

動物愛護
推進経費

特定動物飼養許可施設にお
ける飼養管理確認のため立
入検査を行う。

熊本市内 特定動物の適正飼養管理状
況について、立入検査を行っ
た。

特定動物の適正飼養管理状
況について、立入検査を行
う。 0 0

立入検査や指導、啓発を継
続し、逸走防止を図ってい
く。 4 4 6 6 7 17 4 3 無

健康福祉
局

動物愛護
センター

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）
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令和４年度（２０２２年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料2-3

 2) 対策の緊急性が高い外来種に対する関係機関と連携にした計画的かつ効果的・効率的な防除の実施（スパルティナ属、江津湖の水草・魚類、セアカゴケグモ等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

・江津湖地域の指定外来魚
の巡視、回収業務
江津湖地域における特定外
来生物等による生態系等に
係る被害の防止に関する条
例の施行に伴う指定外来魚
の巡視、回収を実施

江津湖地
域

業務委託により、釣り人の巡
視や釣り上げた指定外来魚
の回収・処分を行うとともに、
釣り人に対し条例周知のた
めのリーフレット配布を行っ
た。R4年度実績(R2年1月ま
で) は、指定外来魚251匹、
約88kgを回収し、全て肥料用
として専門業者に提供した。

業務委託により、釣り人の巡
視や釣り上げた指定外来魚
の回収・処分を行うとともに、
釣り人に対し条例周知のた
めのリーフレット配布を行う。

2,764 2,764

今後、釣り人や電気ショッ
カー船による指定外来魚の
回収実績等をもとに、条例の
効果を検証していく必要があ
る。
また、釣り人の更なる協力を
得るための対策の検討が必
要。

継続 無

環境局 環境共生
課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

・江津湖地域における外来
魚駆除及び魚類生息状況調
査業務
電気ショッカー船を用い、指
定外来魚の駆除に加え、四
季毎の魚類の生息状況を調
査する。指定外来魚につい
て、タモ網で捕獲後、全長、
体長、重量を計測する。指定
外来魚以外の魚について、
目視で魚の種類を識別し、
記録する。

江津湖地
域

業務委託により、電気ショッ
カー船を用い、年4回の魚類
生息状況調査及び年20回の
外来魚駆除を実施した。
　R4年度の指定外来魚の捕
獲実績(R5年2月上旬まで)
は、魚類生息状況調査では
313匹、外来魚駆除では1341
匹を捕獲し、肥料用として専
門業者に提供、研究材料とし
て大学に提供した。

業務委託により、電気ショッ
カー船を用い、年4回の魚類
生息状況調査及び年20回の
外来魚駆除を実施予定。

3780
（1/2は上
下水道局
負担金）

3800
（1/2は上
下水道局
負担金）

今後、釣り人や電気ショッ
カー船による指定外来魚の
回収実績等をもとに、条例の
効果を検証していく必要があ
る。

継続 無

環境局 環境共生
課

自然環境
保全事業

全国都市
緑化フェ
ア開催推
進経費

江津湖地域における環境
DNA分析（魚類）調査

江津湖地
域

未実施。

- 0 0

DNA分析結果を外来魚駆除
対策に活かす。

試行 未定 未定 無

環境局 環境共生
課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

・外来生物対策（スパルティ
ナ属）
特定外来生物スパルティナ
属対策検討会に加入し、他
部署と連携して防除策を検
討

坪井川、
白川など

今後、協議会構成員等との
連携を継続。

今後、協議会構成員等との
連携を継続する。

0 0

今後、協議会構成員等との
連携を継続する。

休止 再開 継続 根絶

環境局 環境共生
課

外来植物
の除去

水前寺江
津湖公園
指定管理
経費

指定管理業務の中で水前寺
江津湖公園の湖面及び水辺
に繁茂する外来植物の除去
を行う。

水前寺江
津湖公園
区域の水
面

・指定管理者において水草
刈取り船及び和船、人力に
より水草回収作業を実施。
・市民団体・市民ボランティア
活動により水草回収作業を
実施（回収した水草の搬出
は指定管理者が実施）

・指定管理者において水草
刈取り船及び和船、人力に
より水草回収作業を実施予
定
・市民団体・市民ボランティア
活動により水草回収作業を
実施予定（回収した水草の
搬出は指定管理者が実施）

41,700 164,000

・廃棄物処理料の不足のた
め、回収できる量に限界が
出ている。

継続 無

東区役所
ほか

東区土木
センター
維持課

・外来生物対策（セアカゴケ
グモ）
関連部署と連携し、通報等に
よりセアカゴケグモの生息を
確認した際はその場で駆除
を実施する。

セアカゴ
ケグモの
発生場所
及び周辺

新たな地域でセアカゴケグモ
をの生息を確認した際は、そ
の場で駆除し、土地管理者
へ今後の駆除の指導を行
う。併せて、周辺地域へ注意
喚起を行い、健康被害の発
生を予防する。
また、今年度は、県内で初め
て同じゴケグモ類であるハイ
イロゴケグモが確認された。
関係部署と連携し、調査及び
駆除を行った。土地管理者
へ今後の駆除の指導を行
い、併せて、周辺地域へ注
意喚起を行った。

新たな地域でゴケグモ類（セ
アカゴケグモ・ハイイロゴケ
グモ）の生息を確認した際
は、その場で駆除し、土地管
理者へ今後の駆除の指導を
行う。併せて、周辺地域へ注
意喚起を行い、健康被害の
発生を予防する。 0 0

ゴケグモ類（セアカゴケグモ・
ハイイロゴケグモ）の生息域
が拡大傾向にある中、健康
被害の発生を防ぐために
は、関係各課と協力し、ゴケ
グモ類を発見した際の駆除
の方法を周知すると共に、予
防の知識を広く普及する必
要がある。

継続 無

健康福祉
局

生活衛生
課

・特定外来生物対策（ヒアリ）
市民からの特定外来生物（ヒ
アリ）の相談について、他の
害虫等に関する相談業務と
同様に対応する。

熊本市
全域

在来種のアリの相談対応と
同様に、対応可能な範囲で、
顕微鏡等を用いてヒアリの相
談に対応する。

在来種のアリの相談対応と
同様に、対応可能な範囲で、
顕微鏡等を用いてヒアリの相
談に対応する。 0 0

継続実施。

継続 無

健康福
祉局

生活衛
生課

 3) 特に大きな被害が想定される外来種に係る市民・団体・専門家等と連携した広域的なモニタリング体制の構築（アライグマ等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

鳥獣被
害防止
事業

鳥獣被
害防止
事業

県や他市町村、環境局と連
携しクリハラリスやアライグ
マなどの外来生物の侵入を
監視。特に、アライグマの生
息が確認されている地区に
おいては、農業者や関係機
関の普及員、営農指導員、
駆除隊と連携し、目撃情報
や疑わしき被害などの情報
収集に努め、監視体制の構
築を図る。

熊本市
全域

アライグマについては、環境局
が取組む生息状況調査を注視
するとともに、農業者、農業団
体、駆除隊などに対して、特
徴・見分け方等を周知し、発見
時の情報提供を呼びかけた。
また、目撃情報や疑わしき被害
が寄せられた場合は、環境局と
連携し、現地確認・調査等を実
施した。

アライグマについては、環境
局が取組む生息状況調査を
注視するとともに、農業者、
農業団体、駆除隊などに対し
て、特徴・見分け方等を周知
し、発見時の情報提供を呼
びかる。また、目撃情報や疑
わしき被害が寄せられた場
合は、環境局と連携し、現地
確認・調査等を実施する。

0 0

今後も引き続き、アライグマ
の目撃情報や生息痕跡等の
収集に努め、関係部局との
情報共有を図り、被害防止
対策を進める。

継続 無

農水局 農業支
援課鳥
獣対策
室

 4) 施設等の管理における外来種の侵入・拡大防止の対策の実施（オオキンケイギクの駆除等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

対策すべき侵略的外来種に
関する情報提供

熊本市全
域

オオキンケイギクを始めとす
る対策すべき外来種につい
て、情報提供や駆除の協力
依頼を必要に応じ実施した。

環境省のアカミミガメ及びア
メリカザリガニへの対応につ
いて情報収集を行った。

オオキンケイギクを始めとす
る対策すべき外来種につい
て、情報提供や駆除の協力
依頼を必要に応じ実施する。

・アカミミガメ及びアメリカザリ
ガニへの対応を市民に周知
する。

956 0

対策すべき侵略的外来種に
ついて、適宜情報収集・提供
を行う。

－ 実施 無

環境局 環境共生
課

施設における侵略的外来種
の適切な除去等、侵入・拡大
防止の実施

水前寺江
津湖公園

草刈等の実施により結果とし
て、外来種の生息・生育エリ
アの拡大を防ぐ。

草刈等の実施により結果とし
て、外来種の生息・生育エリ
アの拡大を防ぐ。 41,700 164,000

外来種に関する知識と作業
目的の共有化

継続 無

東区役所 東区土木
センター
維持課

自然環境
保全事業

加勢川維
持管理経
費

特定外来生物（ブラジルチド
メグサやボタンウキクサ）の
除去を実施している。

加勢川流
域

加勢川流域の水路にて除去
を実施。

加勢川流域の水路にて除去
を実施予定。

200 2,000

特定外来生物（ブラジルチド
メグサやボタンウキクサ）の
除去を継続して実施してい
く。

休止 再開 継続 無

東区役所 東区土木
センター
維持課

自然環境
保全事業

広域河川
維持補修
経費

特定外来生物（オオキンケイ
ギク）の除去を実施してい
る。

健軍川、
鶯川、藻
器堀川沿
線

河川除草業務委託等により
除去を実施。

河川除草業務委託等により
除去を実施予定。

14,802 15,600

特定外来種（オオキンケイギ
ク）の除去を継続して実施し
ていく。 継続 無

東区役所 東区土木
センター
維持課

自然環境
保全事業

道路維持
保全経費

特定外来生物（オオキンケイ
ギク）の除去を実施する。

管内全域 5～6月頃に業務委託により
除去・処分を実施.。

5～6月頃に業務委託により
除去・処分を実施予定。

500 500

適時、対応を行っていく

継続 無

北区役所 北区土木
センター
維持課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）
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令和４年度（２０２２年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料2-3

４．広域的な視点での保全対策の実施
 1) 熊本地域における地下水保全対策と連携した広域的な生物多様性保全対策の推進（水源かん養林の整備、湛水事業の推進、水田等の農地の保全、硝酸性窒素削減対策の着実な推進等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

地下水量
保全対策
経費

水源かん
養林整備
経費

森林の持つ水源かん養機能
（水資源貯留、水量調節、水
質浄化、洪水緩和等）を高度
に発揮させるため、河川上流
域の水源地域において地下
水保全を目的とした森林づく
りを推進する。第6次水源涵
養林整備計画（H26～R5を
策定し、市街地を貫流し本市
の地下水とも関連の深い白
川上流域において、新規造
林事業（約76ha）を実施する
ほか、併せて、既存の森林
の保育管理（下刈、間伐等）
を実施するもの。

大津町、
西原村、
南阿蘇村

西原村において、原野約
2haの新規造林を実施したほ
か、約50haの下草刈等の保
育管理を実施した。

西原村において、原野約
4haの新規造林を実施する
ほか、約50haの下草刈等の
保育管理を実施予定。

53,000 49,400

平成28年熊本地震の影響で
新規造林計画を５ヶ年から
10ヶ年に延長したため、令和
5年度まで計画的に新規造
林を実施していく。

継続 無

環境局 水保全課

地下水量
保全対策
経費

白川中流
域かん養
推進経費

地下水量の保全を目的に、
本市の地下水の増加に最も
寄与する度合いが高い白川
中流域の転作田において、
営農の一環として行われる
湛水に対し、本市が助成金
を交付し、地下水のかん養を
図っていくもの。

白川中流
域（大津
町、菊陽
町、熊本
市東部地
域）

1,245万トン（415ha）の地下
水かん養を実施した。

1,545万トン（515ha）のかん
養量を目指す。

55,000 51,800

協力農家の皆様が湛水事業
に参加しやすい制度を今後
も、水循環型営農推進協議
会と協力しながら検討してい
く。 継続

人工かん
養量

1,710万ト
ン／年

環境局 水保全課

地下水を
育む取組

水道事業
会計

林野庁の法人の森制度を活
用して平成26年（2014年）に
開設した「熊本市水道の森」
を保有することによって地下
水保全に寄与するもの。

西原村 継続して「熊本市水道の森」
を適切に管理していく。

継続して「熊本市水道の森」
を適切に管理していく。

0 0

今後も適切に「熊本市水道
の森」を管理していく。また、
本取組を活用した普及啓発
を検討する。

継続 無

上下水道
局

経営企画
課

 2) 阿蘇地域の草原の保全につながる取組の推進（動植物園におけるゾウの餌としての野草利用等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

動植物の
生態・習
性及び繁
殖につい
ての“調
査・研究”

・大学等研究機関との共同
研究
・東海大学との共催で市民
向けシンポジウム実施
・阿蘇の野草でゾウを育て
る。ゾウと地域環境の再生と
活用の取組

動植物園
動物ゾー
ン

阿蘇市

・東海大学との共同研究を実
施。
・10月に環境省阿蘇くじゅう
国立公園管理事務所との共
催で草原学習実施。
・東海大学との共催でシンポ
ジウムを３月開催予定。

・東海大学との共同研究を実
施予定。
・10月に環境省阿蘇くじゅう
国立公園管理事務所との共
催で草原学習実施予定。
・東海大学との共催でシンポ
ジウムを開催予定。

0 0

・環境省阿蘇くじゅう国立公
園管理事務所との共催で阿
蘇地域における草原学習を
継続して実施していく。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

５．環境負荷の低減を通した保全対策の実施
 1) 温暖化対策と連携した生物多様性保全対策の推進

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

地球温暖
化対策の
推進

くまもと脱
炭素循環
共生圏推
進経費

熊本連携中枢都市圏が目指
す「2050年温室効果ガス排
出実質ゼロ」に向け、温室効
果ガスの排出量や削減量の
算定、広報啓発、協議会の
開催などを通じて、圏域での
地球温暖化対策を推進す
る。

熊本連携
中枢都市
圏

・熊本連携中枢都市圏にお
ける温室効果ガスの排出量
や、熊本連携中枢都市圏地
球温暖化対策実行計画に掲
げた事業の実施に伴う温室
効果ガスの削減量を算定。
・地元紙等を活用した都市圏
共同での啓発を実施。
・熊本連携中枢都市圏地球
温暖化対策実行計画協議会
を開催。

・熊本連携中枢都市圏にお
ける温室効果ガスの排出量
や、熊本連携中枢都市圏地
球温暖化対策実行計画に掲
げた事業の実施に伴う温室
効果ガスの削減量を算定。
・地元紙等を活用した都市圏
共同での啓発を実施。
・熊本連携中枢都市圏地球
温暖化対策実行計画協議会
を開催。
都市圏共同での脱炭素先行
地域づくり事業又は重点対
策加速化事業への応募を検
討。

4,400 14,200

適切に計画の進捗管理を行
い、地球温暖化対策の推進
に努める。

温室効果
ガス削減

目標
短期目標
（2025年
度）：2013
年度比△

33％

環境局 環境政策
課
温暖化・
エネル
ギー対策
室

環境影響
評価条例
の制定と
体制の構
築

環境影響
評価制度
関係経費

大規模な開発事業による環
境への悪影響を未然に防止
するため、本市の地形、気象
状況、動植物の生息状況等
の地域特性を踏まえた本市
独自の環境影響評価条例を
制定する。

熊本市
全域

-

本市の地域特性等を踏ま
え、環境影響評価条例の基
本的事項（環境影響評価手
続、対象事業の種類・規模
要件、地域区分（ゾーニン
グ）等）を環境審議会等で審
議し、決定する。

- 12,960

環境影響評価条例を制定
し、本市の清らかな地下水や
豊かな緑の保全に主体的に
取り組んでいく必要がある。

条例
の

基本
的事
項

の決
定

無

環境局 環境政策
課

街なかの
緑創出事
業

市電緑の
じゅうたん
事業

・市電緑のじゅうたん事業
市電軌道敷の緑化を図り、
維持管理を実施。

熊本駅前
～田崎
橋、水道
町～花畑
町の計
989ｍ

・適正な維持管理の実施
芝刈り（5回）、施肥（3回）、薬
剤散布（3回）、潅水（12回）、
人力除草（4回）
・R4年度より辛島電停の敷
設に伴い、延長約54m分も管
理を実施。

・適正な維持管理の実施
芝刈り（5回）、施肥（3回）、薬
剤散布（3回）、潅水（16回）、
人力除草（4回）
・緑のじゅうたん敷設工事
（辛島町電停付近25m）

13,300 45,100

今後も継続して緑のじゅうた
んの適正な維持管理に努め
る。
散水軌陸車の導入により委
託料の大幅な縮減を推進し
ている。
・残区間約170m

継続

敷設
工事

敷設
工事

無

環境局 環境共生
課

街なかの
緑創出事
業

屋上等緑
化経費

・屋上等緑化助成制度
中心市街地の新たな緑の創
出とヒートアイランド現象の
緩和、CO2の吸収を図るた
め、屋上、壁面を緑化される
方に対し助成制度を設けて
いる。

熊本市内
の市街化
区域

補助率見直し後の要綱に基
づき事業を実施。R4年度は
実績０件。

制度の周知・事業の実施を
推進。

1,000 1,000

令和4年度の緑の基本計画
改定に伴い、補助率を見直
した。（緑化重点地区の補助
率強化）
今後も事業を継続する。

休止 再開 無

環境局 環境共生
課

街なかの
緑創出事
業

緑化推進
経費

・記念樹配布
結婚、誕生、新築、銀婚と
いった人生の節目に記念樹
を配布。

熊本市全
域

R4年度も年1回の配布を実
施。

R5年度も年1回の配布を実
施予定。

600 600

記念樹配布事業について、
継続予定だが、H29年度から
年1回の配布実施とした。ま
た、申込・配布方法の検討を
進める。

継続
配布数
600本

環境局 環境共生
課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

新事業
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令和４年度（２０２２年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料2-3

 2) 河川の水質汚濁防止対策による水環境の保全・化学物質の適正な使用（事業場・生活排水対策、水質調査の継続、下水道への接続、浄化槽の適切な維持管理）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

水質保全
対策事業

地下水浄
化対策経
費

地下水の汚染が判明した地
区において浄化対策を実施
する。

春竹地区 引き続き、地下水浄化装置
を適切に維持管理し、地下
水の浄化対策を実施した。

引き続き、地下水浄化装置
を適切に維持管理し、地下
水の浄化対策を実施予定。 1,792 1,739

地下水の環境基準の達成に
至っていないため、継続して
浄化対策を実施していく。 継続 無

環境局 水保全課

水質保全
対策事業

水質汚濁
規制経費

水質汚濁防止法等で排水規
制を受ける事業場に対し、事
前に届出を徹底させ、施設
の適正な管理を行うよう指導
するとともに、立入排水検査
により公共用水域等の水質
の保全を図る。
また、油流出等の水質汚濁
事故や苦情に対して拡散防
止等の措置を行うとともに、
未然防止に関する啓発を行
う。

熊本市全
域

引き続き、事業場が設置され
る際は、施設の適正管理と
排水基準の遵守を指導す
る。また、計画的に立入排水
検査等を行い、排水基準等
の適合状況等を確認する。
水質汚濁事故や苦情に対し
ては、拡散防止等の措置を
行うとともに、原因者に対す
る指導、市政だよりやラジオ
等により未然防止対策の啓
発を行った。

引き続き、事業場が設置され
る際は、施設の適正管理と
排水基準の遵守を指導す
る。また、計画的に立入排水
検査等を行い、排水基準等
の適合状況等を確認する。
水質汚濁事故や苦情に対し
ては、拡散防止等の措置を
行うとともに、原因者に対す
る指導、市政だよりやラジオ
等により未然防止対策の啓
発を行う。

651 662

排水基準違反や水質事故に
対して、事前の指導や啓発
活動による未然防止を図っ
ていく。

継続 無

環境局 水保全課

水質保全
対策事業

硝酸性窒
素削減対
策経費

地下水中の硝酸性窒素削減
を目的とした「第3次熊本市
硝酸性窒素削減計画」に基
づき、施肥対策や家畜排せ
つ物対策等の発生源対策を
実施。特に、地下水の主要
な流れに位置する東部地域
における硝酸性窒素の負荷
を削減する目的で、共同の
家畜排せつ物処理施設の整
備を進める。

熊本市全
域

「第4次熊本市硝酸性窒素削
減計画」に基づき、対策を推
進した。

「第4次熊本市硝酸性窒素削
減計画」に基づき、対策を推
進する。

160,000 20,000

「熊本市硝酸性窒素削減計
画」に基づき、対策を推進す
る。

継続 無

環境局 水保全課

水質保全
対策事業

東部堆肥
センター
管理運営
経費

東部堆肥センター（家畜排せ
つ物処理施設）を指定管理
者により管理運営し、施設の
設置目的である東部地域に
おける家畜排せつ物による
地下水への窒素負荷の削減
を図る。

東部地域 指定管理者による東部堆肥
センターの管理運営を行い、
東部地域における家畜排せ
つ物による地下水への窒素
負荷の削減や家畜の飼養に
伴う臭気の発散を軽減し、周
辺環境と調和のとれた畜産
業の発展に寄与した。

指定管理者による東部堆肥
センターの管理運営を行い、
東部地域における家畜排せ
つ物による地下水への窒素
負荷の削減や家畜の飼養に
伴う臭気の発散を軽減し、周
辺環境と調和のとれた畜産
業の発展を図る。

135,400 135,366

東部堆肥センターの適正な
管理運営を行い、東部地域
における家畜排せつ物によ
る地下水への窒素負荷の削
減や家畜の飼養に伴う臭気
の発散を軽減し、周辺環境と
調和のとれた畜産業の発展
を図っていく。

継続 無

環境局 水保全課

地下水量
保全対策
経費

・雨水貯
留施設助
成経費

雨水貯留施設設置に対し助
成することにより、雨水の有
効利用の促進を図る。

熊本市全
域

R3年度より節水対策経費と
統合

-

地下水の保全及び水資源の
有効利用のため、今後も雨
水の有効な活用を市民に呼
びかけていく。

継続 無

環境局 水保全課

地下水量
保全対策
経費

・節水対
策経費

市民協働で節水施策を実施
し、節水型社会形成を計画
的に進めるため、節水市民
運動を展開する。また、将来
を担う子どもたちに水の学習
を通じ、節水意識を定着さ
せ、永続的な節水行動を喚
起する。
また、節水対策の一環として
雨水貯留施設設置に対し助
成することにより、雨水の有
効利用の促進を図る。

熊本市全
域

2024年度を目標に、市民1人
１日あたりの生活用水使用
量を210㍑と設定し、年間を
通した節水市民運動を展開
する。特に水使用量の増え
る７月、８月を「夏季の節水
重点期間」として啓発活動を
行った。
また、雨水の有効利用の促
進を図るため、雨水貯留施
設設置の助成を実施した。

引き続き、2024年度の市民1
人１日あたりの生活用水使
用量の目標を210㍑と設定
し、年間を通した節水市民運
動を展開する。特に水使用
量の増える７月、８月を「夏季
の節水重点期間」として取組
を強化する。
また、雨水の有効利用を促
進するため、雨水貯留施設
設置の助成を実施する。

4,900 4,400

市民１人１日あたりの生活用
水使用量を210㍑と設定し、
目標の達成に向け、更なる
節水を呼びかけていく。
また、節水対策の一環とし
て、地下水の保全及び水資
源の有効利用のため、今後
も雨水の有効な活用を市民
に呼びかけていく。

継続 有

環境局 水保全課

今後のスケジュール（予定）

統合事業
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令和４年度（２０２２年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料2-3

基本戦略４　　創る　　　　生物の生息・生育地（拠点）の創出、生態系ネットワークの向上

Ⅰ 個別の事業ごとの実施状況
１．生きものの生息・生育地となる緑地の創出
 1) 生物多様性の保全に資する緑化の推進（緑化助成制度における生きものの生息・生育環境創出の視点を組み込む検討等）
 2) 熊本市らしい緑のあり方や、効果的な緑の創出とネットワークの形成の検討（「森の都」の実現に向けた中心部のコアとなる緑地の創出・拡大の検討等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

緑化推進
経費

「森の都」の実現に向けた
中心部のコアとなる緑地の
創出・拡大の検討等

熊本市全
域

見直した樹木植栽補助事
業を活用いただくことで、中
心市街地を含む緑化重点
地区での緑地の創出に取
り組んだ。

見直した補助事業を活用
いただくことで、中心市街
地を含む緑化重点地区で
の緑地の創出を促す。

0 0

事業の進捗を評価し、必要
に応じ事業計画の見直しを
図る。
次回改定は令和13年3月
予定

－ 検討
進捗
管理

実施 無

環境局 環境共生
課

街なかの
緑創出事
業

緑化推進
経費

・つながりの森づくり事業
個人住宅や共同住宅又
は、事業所に樹木、生垣の
植栽を行う民有地の緑化
に対して助成を実施。

熊本市全
域

つながりの森づくり事業の
活用実績は33件、そのうち
緑化重点地区は3件。

さらにPRに力を入れ、申請
増を図っていく。

3,500 3,500

R4は目標を達成できたの
で、引き続き、事業のPRを
積極的に行い、生き物の
生息・生育地となる緑地の
創出に努める。

継続 800㎡
（緑の創出）

環境局 環境共生
課

２．生物多様性に配慮した整備の推進 
 1) 生物多様性に配慮した整備・管理手法の検討（緑化手法ガイドライン等の検討等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

緑化推進
経費

緑化手法等含めた緑の整
備・管理手法の検討

熊本市全
域

緑の基本計画推進委員会
を開催し、進捗状況の評価
や見直し等を行った。

緑の基本計画推進委員会
を開催し、進捗状況の評価
や見直し等を行う予定。 200 90

ひきつづき、生物多様性に
配慮した緑化の取組をす
すめる。令和13年3月に改
定予定。

－ 検討
施策
実施

無

環境局 環境共生
課

 2) 生物多様性に配慮した整備や再整備、管理の推進（多自然川づくりの推進、生物の生息・生育地を保全する農地・用水路の管理、公園などの整備等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標
（別途あれば）

局 課

環境に配
慮した河
川整備の
推進

広域河川
整備経費

一級河川健軍川、藻器堀
川、鶯川の改修にあたり、
多自然川づくりを実施して
いる。

藻器堀川
（八反田3
丁目付
近）
鶯川（東
野2丁目
付近）

鶯川において環境に配慮
した河川改修を実施した。

健軍川において環境に配
慮した河川改修を予定。

100,000 110,000

事業計画に基づき、河川
環境に配慮した河川改修
を実施する。

継続 無

都市建設
局

河川課

環境に配
慮した河
川整備の
推進

準用河川
改修事業
（補助）

準用河川旧天明新川の改
修にあたり、多自然川づく
りを実施している。

旧天明新
川河川区
域（南区
御幸木部
1丁目地
先～良町
4丁目地
内）

準用河川旧天明新川にお
いて、河川環境に配慮した
河川改修を実施した。

準用河川旧天明新川にお
いて、河川環境に配慮した
河川改修を実施予定。

93,000 62,000

事業計画に基づき、河川
環境に配慮した河川改修
を実施する。

継続 継続 継続 継続 無

都市建設
局

河川課

環境に配
慮した水
路整備の
推進

農業基盤
整備事業

水路改良工事において、
柵渠や魚巣ブロック等によ
る生態系に配慮した製品
の使用を推進している。

熊本市全
域

水路整備の実施において
は、生態系に配慮した製品
（魚巣ブロック・柵渠等）を
用いて整備した。

水路整備の実施において
は、生態系に配慮した製品
（魚巣ブロック・柵渠等）を
用いて整備予定。

162,549 61,000

必要に応じて検討

実施
なし

実施

必要
に応じ
て実
施

無

農水局 農地整備
課
北東部農
業振興セ
ンター基
盤整備課
西南部農
業振興セ
ンター基
盤整備課

環境に配
慮した水
路整備の
推進

団体営農
業農村整
備事業経
費

水路改良工事において、
柵渠や魚巣ブロック等によ
る生態系に配慮した製品
の使用を推進している。

熊本市全
域

水路整備の実施において
は、生態系に配慮した製品
（魚巣ブロック・柵渠等）を
用いて整備した。

水路整備の実施において
は、生態系に配慮した製品
（魚巣ブロック・柵渠等）を
用いて整備予定。

79,400 136,700

事業計画に基づき、生態
系に配慮した水路整備を
実施する。

必要
に応
じて
実施

無

農水局 農地整備
課
北東部農
業振興セ
ンター基
盤整備課
西南部農
業振興セ
ンター基
盤整備課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）
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令和４年度（２０２２年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料2-3

基本戦略５　　活かす　　　　めぐみの持続可能な利用

Ⅰ 個別の事業ごとの実施状況
１．生物多様性と地下水、歴史・文化を活かした魅力の発信
 1) 生物多様性の魅力を市内外に発信（地下水や歴史・文化とともに生物多様性を熊本市の魅力と位置づけ、観光等で内外に発信するなど）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円） 課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 数値目標

（別途あれば）
局 課

くまもと水
ブランド事
業

くまもと水
ブランド情
報発信経
費

本市の財産である水を活
かした都市ブランドを形成
するため、総合的な情報発
信や、水遺産制度の推進
を図り、地下水都市・熊本
をＰＲする。

熊本市全
域（一部
県外）

サミット開催後のレガシー
につなげる「第4回アジア・
太平洋水サミット」のアフ
ターイベントの実施。
（株）良品計画と連携し、市
民協働での地下水保全の
取組を広げた。
くまもと「水」検定について
は、3級試験は昨年度に引
き続きWEB検定を実施する
とともに、検定テキストを改
定した。

（株）良品計画と連携し、市
民協働での地下水保全の
取組を広げる。
くまもと「水」検定について
は、改訂した公式テキスト
の中で受験を促すことで受
験者増につなげるととも
に、引き続き3級のWEB試
験を実施する。
水に関する活動等を行う人
材を登録する水守制度に、
高校生を「ユース水守」とし
て加えることで、活動の活
性化を図る。

0 5,600

引き続き、ホームページや
各種イベント等での情報発
信を行うほか、企業との連
携で、地下水都市・熊本の
認知度向上を図る。
　関係部署・機関と連携し、
県外に熊本の地下水や
食、自然などの魅力を発信
する。
水保全活動に取り組む人
材を育成するため、きっか
けとなる検定事業につい
て、受検をPRしていくことが
課題。

継続 無

環境局 水保全課

くまもと水
ブランド事
業

地下水都
市熊本空
間創出経
費

街なか親水空間、名水百
選等の水資源の活用整備
を図り、水を活かした都市
ブランドを形成する。

熊本市全
域

熊本市設置の親水施設
（5ヶ所）の維持管理を実施
する。また、既存水資源整
備について、補助金を交付
し、水の魅力を活かした空
間整備を行った。

熊本市設置の親水施設
（5ヶ所）の維持管理を実施
する。また、既存水資源整
備について、補助金を交付
し、水の魅力を活かした空
間整備を行なう。

3,800 3,900

引き続き親水施設の維持
管理にあたり、既存水資源
整備についても、景観等の
周辺環境整備に対し補助
を行っていく。

継続 無

環境局 水保全課

食の販路
拡大事業

食の販路
拡大事業

本市の魅力である豊かな
自然や地下水から育まれ
た上質な農水産物のＰＲを
効果的に実施する。

市内外 イベントやSNS等を通じ熊
本の農水産物の魅力を発
信しＰＲを実施。また、海外
事業において、輸出展開に
向けたワンストップの相談
窓口を設置。

引き続き、イベントやSNSを
通じ熊本産品の魅力を発
信。また、海外事業におい
ては、「くまもと輸出促進
ネットワーク」を新設し、商
社等と連携した販路開拓・
拡大を展開する。

40,900 39,800

引き続き、イベントの機会
やホームページ等での発
信を通して、豊かな自然に
育まれた上質な農水産物
の魅力発信を行っていく。 継続 無

農水局 農業政策
課（農水
ブランド戦
略室）

地産地消
事業

地産地消
事業

　直売所アプリを消費者に
向けてＰＲし、直売所の利
用を促進することで地産地
消を推進する。
　また、地産地消フェアを開
催することで、農水産物の
魅力をPRし、地産地消を推
進する。

市内外 令和３年度に整備した直売
所アプリのダウンロードを
促す広報を実施。

また、対面式の地産地消
フェアを複数回開催し、農
水産物の魅力をPRした。

引き続き、直売所アプリの
ダウンロードを促す広報を
実施するとともに、対面式
の地産地消フェアを複数回
開催し、農水産物の魅力を
PRする。

5,300 5,300

　直売所の利用促進につな
がる取組や地産地消フェア
の開催を通して、豊かな自
然に育まれた上質な農水
産物の魅力を発信し、地産
地消を推進する

実施 無

農水局 農業政策
課（農水
ブランド戦
略室）

２．生物多様性と地下水、歴史・文化を活かした地域づくりの推進 
 1) 生物多様性とかかわる湧水、地形、歴史・文化など地域の魅力の発掘とこれらを活かした地域づくりの推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地域の魅力発掘ワークショップ等、竹林対策と資源の有効活用の検討、フットパス等の資源を活かした地域づくり・観光（エコツーリズム）等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
数値目標
（別途あれば）

局 課

森づくり推
進事業

金峰森の駅みちくさ館を核
に周辺の観光資源を活用
し金峰山一帯の観光レクリ
エーション及び地域の振興
を図る中で、景観、環境づく
りを行っている。

河内地区 河内小・芳野小の児童を対
象とし、まちづくり実行委員
会と連携して、河内川で生
物調査を実施。
県産材を使用した木製遊
具の設置。
（「ホタルまつり」やその他
自主事業は新型コロナの
影響で中止）

これまでの取組に加え、里
山キャンプ等の森林環境
教育や、木工教室等の木
材を活用した体験活動を実
施予定。
また、ホタル鑑賞会・放流
会等の自主事業も開催予
定。

6,574 8,033

今後も金峰森の駅みちくさ
館を核に、金峰山エリアや
森林の魅力を広く発信する
事業に取り組むことで地域
の振興を図るとともに、市
民に森林整備の必要性や
木への関心を持っていただ
くため、新たに森林環境教
育や木育関連事業を実施
する予定。

継続 無

農水局
(R1年度
事業移管)

農業政策
課(森づく
り推進室)

西区魅力
アップチャ
レンジプ
ログラム
事業

まちづくり
推進経費

熊本地震により大きなダ
メージを受けた「熊本港」の
復旧復興状況をPRするとと
もに、熊本市西区の「地域
の宝」として魅力ある熊本
港の利用を促進し、賑わい
創出を図る。

熊本市内 熊本市の海の玄関口であ
る熊本港で、子どもから高
齢者まで参加でき、西区の
自然を身近に感じることが
できる釣り大会を開催し
た。

民間が実施予定。

200 0

3年間の負担金交付が終了
し、今後の事業継続が課
題。

-

事業コ
ンテス
トの開

催

釣り大
会開
催

釣り大
会開
催

中止 中止
釣り大
会開
催

無

西区役所 総務企画
課

西区魅力
アップチャ
レンジプ
ログラム
事業

まちづくり
推進経費

・手ぶらで参加できるキャン
プを開催。
西区の山の恵みの魅力を
発信し、賑わい創出と活性
化を図る

金峰山エ
リア

金峰山で、手ぶらで自然に
浸り、非日常の空間を味わ
うことのできるキャンプを開
催した。

民間が実施予定。

200 0

3年間の負担金交付が終了
し、今後の事業継続が課
題。 - -

事業コ
ンテス
トの開

催

手ぶ
らで

キャン
プの
開催

中止 中止

手ぶ
らで

キャン
プの
開催

無

西区役所 総務企画
課

まちづくり
推進事業

南区まち
づくり推進
経費

・「南区を知ろう」（情報発
信・共有）事業
南区の自然・風景・名所・
歴史などを掲載した「まち
歩き手帖」を活用して、地
域の隠れた資源や魅力の
再発見につなげる。

南区全域 南区の自然・風景・名所・
歴史などを掲載した南区
“たからもの”マップを作成
し情報発信を行った。

実施予定なし

884 0

実施予定なし

継続 終了 無

南区役所 総務企画
課

 2) 生物多様性と地下水、歴史・文化を活かした水前寺江津湖公園の利活用のあり方の検討・推進

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
数値目標
（別途あれば）

局 課

水前寺江
津湖公園
利活用・
保全計画
の推進

全国都市
緑化フェ
ア開催推
進経費

水前寺江津湖公園の利活
用及び保全の方針につい
てまとめた計画を推進す
る。

水前寺江
津湖公園
一帯

計画に位置づけた個別事
業を実施した。（外来植物
調査、デジタルガイドシステ
ム構築（R5繰越））

R4年度の継続事業として、
業務委託による外来植物
調査を実施予定。
デジタルガイドシステムの
二次元コードを貼り付ける
ためのサインを設置予定。

9,600 7,200

関係課や関係団体、地域
住民との調整、市民全体の
コンセンサス形成、計画の
見直し 中断

素案
の作
成

協議
会立
ち上
げ

計画
の策
定

事業
実施

無

都市建設
局

環境局

公園課

環境共生
課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

廃止事業
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令和４年度（２０２２年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料2-3

３．生物多様性と地下水を活かした農林水産業の推進 
 1) 生物多様性や地下水に配慮した農水産業の推進（グリーン農業の推進、漁場環境の保全と資源管理等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
数値目標
（別途あれば）

局 課

環境に配
慮した農
業及び安
全・安心
な農産物
づくりの推
進

環境保全
型農業総
合支援対
策経費
（環境保
全型農業
直接支払
事業）

化学肥料や化学農薬を５
割以上低減する取組等に
対する支援

市内全域 化学肥料や化学合成農薬
を原則５割以上低減する取
組とあわせて行う地球温暖
化防止や生物多様性保全
等に効果の高い営農活動
を支援した。
R4取組実績（見込）：環境
保全型直接支払事業　8団
体（有機農業他）

化学肥料や化学合成農薬
を原則５割以上低減する取
組とあわせて行う地球温暖
化防止や生物多様性保全
等に効果の高い営農活動
を支援する。

7,901 8,569

継続した支援を行うことで、
環境に配慮した農業及び
安全・安心な農産物づくり
を推進する。

継続 無

農水局 農業支援
課
北東部農
業振興セ
ンター農
業振興課
西南部農
業振興セ
ンター農
業振興課

環境に配
慮した農
業及び安
全・安心
な農産物
づくりの推
進

熊本市夢
と活力あ
る農業推
進事業
（安全安
心・環境
対策支援
事業）

化学肥料や化学農薬低減
技術への取組に対する補
助

市内全域 市独自事業「熊本市夢と活
力ある農業推進事業」を活
用し、天敵農薬等の生物農
薬の導入、有機JASや各種
GAPの認証取得等の取組
を支援することで、化学合
成農薬及び化学肥料の削
減を推進した。
R4取組実績（見込）：天敵
資材導入・有機ＪＡＳ認証
取得・ＧＡＰ認証取得　各1
件

市独自事業「熊本市夢と活
力ある農業推進事業」を活
用し、天敵農薬等の生物農
薬の導入、有機JASや各種
GAPの認証取得等の取組
を支援することで、化学合
成農薬及び化学肥料の削
減を推進する。

30,700
の内数

43,400
の内数

継続した支援を行うことで、
環境に配慮した農業及び
安全・安心な農産物づくり
を推進する。

継続 無

農水局 農業支援
課
北東部農
業振興セ
ンター農
業振興課
西南部農
業振興セ
ンター農
業振興課

環境に配
慮した農
業及び安
全・安心
な農産物
づくりの推
進

熊本市夢
と活力あ
る農業推
進事業
（環境対
策整備事
業）

土づくりや堆きゅう肥の製
造・利用拡大等を目的とし
た施設機械導入に対する
補助

市内全域 市独自事業「熊本市夢と活
力ある農業推進事業」を活
用し、堆きゅう肥の製造や
利用拡大を目的とした施設
機械の導入を支援すること
で、土づくりや堆きゅう肥の
製造・利用拡大を推進し
た。

市独自事業「熊本市夢と活
力ある農業推進事業」を活
用し、堆きゅう肥の製造や
利用拡大を目的とした施設
機械の導入を支援すること
で、土づくりや堆きゅう肥の
製造・利用拡大を推進す
る。

30,700
の内数
（再掲）

43,400
の内数

継続した支援を行うことで、
環境に配慮した農業及び
安全・安心な農産物づくり
を推進する。

継続 無

農水局 農業支援
課
北東部農
業振興セ
ンター農
業振興課
西南部農
業振興セ
ンター農
業振興課

 2) 生物多様性や地下水とのつながりをアピールした地元農水産物のブランド化及び地産地消・消費拡大の推進（グリーンツーリズム、6次産業化による消費拡大の推進等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R4年度の実施状況 R5年度の実施予定
R4事業費
（千円）

R5予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
数値目標
（別途あれば）

局 課

まちづくり
推進事業

まちづくり
推進経費

・西区フェスタで農産物等を
販売する団体への協力
西区農産物の魅力の情報
発信につなげる。

西区 まちづくり推進事業として西
区が3/18、3/19に実施する
西区フェスタにおいて、地
元農産物の消費拡大、情
報発信のために「西区野菜
ネットワーク」が農産物等を
販売するため、出店準備、
販売、撤収作業等の協力
を行う予定。

まちづくり推進事業として西
区が3月中旬に実施予定の
西区フェスタにおいて、地
元農産物の消費拡大、情
報発信のために農産物等
を販売する生産者団体等
への協力を行う。

0 0

地元農産物の消費拡大、
情報発信のために西区フェ
スタで農産物等を販売する
生産者団体等への協力・支
援を継続していく。 実施 無

農水局 西南部農
業振興セ
ンター農
業振興課

水産業地
域交流促
進事業

市民と水
産業の交
流促進事
業

・水産物フェアの開催
　本市の水産物（ノリ・アサ
リ・ハマグリ等）の認知度向
上と消費拡大を図る。

びぷれす
広場

令和5年3月21日、22日に
びぷれす広場において水
産物フェアを開催。
①ノリ・ハマグリ等の水産
物及び水産加工品の販売
②ノリの美味しさのPR
③本市の水産業紹介

例年並みの事業を実施予
定。

637 641

水産物フェアでの水産物の
認知度向上及び消費拡大
の取組は継続していく。
今後は、漁業後継者主体
の事業展開を図るために、
改めて関係機関及び他部
署との調整後、開催時期を
決定する予定。

継続 無

農水局 水産振興
センター

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）
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